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次期世田谷区基本計画における実施計画（素案）等について 

 

 

１．主旨 

令和６年度を初年度とする次期「世田谷区基本計画」について、各政策を総合

的に評価するため成果指標を追加するとともに、実施計画（素案）を取りまとめ

たため、報告する。 

 

２．成果指標の追加の考え方 

  この間の区議会での議論等を踏まえ、次期基本計画に掲げる政策を総合的に評

価するため、主観的指標と客観的指標の組み合わせやバランス等を考慮し、成果

指標を追加する。なお、次期基本計画の各政策に設定した成果指標について、現

況値を把握するためのアンケート調査を１１月下旬に実施し、現況値を踏まえ、

目標値等の設定を進めていく。 

 

３．基本計画と実施計画の一体化 

  基本計画と実施計画の関係性をより明確化し、取組みの評価等も一体的に行っ

ていくことで、わかりやすい計画とするとともに、区の最上位計画である基本計

画に基づく計画行政を着実に実行していくため、基本計画と実施計画の一体化を

図る。実施計画については、基本計画の本編の中に章立てを行い、冊子としても

一体化を図っていく。 

 ※次期基本計画の中の「第４章 政策」と「第５章 計画実行の指針」の間に新たに章を設

け、実施計画の章立てとする。 

 

４．追加指標及び実施計画（素案） 

別紙１ 次期基本計画に掲げる各政策に設定している成果指標一覧 

  別紙２ 実施計画（素案）【概要版】 

  別紙３ 実施計画（素案） 

  参 考 世田谷区基本計画（素案） 

 

５．今後のスケジュール（予定） 

令和５年 １１月下旬 次期基本計画の成果指標に係る現況値把握のための 

アンケート調査の実施 

令和６年  ２月        区議会常任委員会報告（基本計画（案）） 

       ３月    計画策定 



政 策 成果指標

１ 子ども・若者が笑顔で過ごせる環境の整備
修正 自分のことが好きだと思う子ども・若者の割合

追加 子どもと子育てを支える地域資源の数

２ 新たな学校教育と生涯を通じた学びの充実
学びが楽しいと感じる児童・生徒の割合

生活の中で学びが身近に感じられるようになった区民の割合

３
４

多様な人が出会い、支え合い、活動できるコミュニティの醸成
誰もが取り残されることなく生き生きと暮らせるための支援の強化

地域で人とのつながりを感じられると思える区民の割合

地域住民の居場所や支えとなりうる地域資源数

５ 自然との共生と脱炭素社会の構築
身近なみどり、自然を大切に思い、みずから守り育てている区民の割合

区内の二酸化炭素排出量

６ 安全で魅力的な街づくりと産業連関による新たな価値の創出

修正 自然や街並みなど地域の生活環境がよいと感じる区民の割合

街が魅力的でにぎわいがあると感じている区民の割合

修正 事業活動しやすいと考える事業者の割合

追加 持続可能な地域経済の充実度

次期基本計画に掲げる各政策に設定している成果指標一覧（重点政策） 別紙１



分 野 政 策 成果指標

子ども・若者

１ 子ども一人ひとりがのびやかに育つ環境づくり 自分のことが好きだと思う子どもの割合

２ 安心して子育てできる環境の整備
子育てしやすい環境だと感じる保護者の割合

追加 子どもと子育てを支える地域資源の数

３ 若者が力を発揮できる環境づくり
身近な人や社会の役に立ちたいと思う若者の割合

追加 学校や仕事以外で、趣味の活動やイベント、ボランティアなどに関わった若者の割合

教 育

４ 新たな学校教育の推進 学びが楽しいと感じる児童・生徒の割合

５ 不登校支援の強化 何らかの支援を受けている不登校児童・生徒数

６ 生涯を通じた学習の充実 生活の中で学びが身近に感じられるようになった区民の割合

健康・福祉

７ 健康づくりの推進
生涯にわたり健やかでこころ豊かに暮らすことができていると思う区民の割合

６５歳健康寿命（要介護２）

８ 福祉につながるネットワークの強化

追加 地域での支え合いが必要だと考え、状況に応じて積極的な声掛けなどを行いたいと回答した区民の割合

追加 孤立していると思われる区民の割合

地域住民の居住所や支えとなりうる地域資源の数

９ 地域福祉の推進と基盤整備
介護、医療必要時の世田谷区への居住意向

追加 地域の中で合理的配慮や必要な支援を受けて安心して暮らせていると感じる区民の割合

災害・危機管理
10 安全・安心のまちづくり

安全・安心に暮らせていると感じる区民の割合

追加 １年以内に防災または防犯に関する地域活動に参加したことがある区民の割合

11 災害に強い街づくり 災害に強い街づくりが進んでいると感じる区民の割合

環境・リサイクル・
みどり

12 脱炭素化の推進
追加 脱炭素型のライフスタイルを実践している区民の割合

区内の二酸化炭素排出量

13 快適で暮らしやすい生活環境の構築 生活するうえで、まちがきれいであると感じる区民の割合

14 豊かな自然環境の保全・創出
みどりに関する区民満足度「大変満足している」の割合

みどり率

経済・産業 15 持続可能な地域経済の実現
修正 事業活動しやすいと考える事業者の割合

追加 持続可能な地域経済の充実度

文化・スポーツ
16 文化・芸術の振興 区内の文化環境に満足している区民の割合

17 生涯スポーツの推進 週１回以上スポーツや運動をしている区民の割合

都市整備

18 魅力ある街づくり
自然や街並みなど地域の生活環境がよいと感じる区民の割合

街が魅力的でにぎわいがあると感じている区民の割合

19 交通環境の整備 区内の交通手段（移動手段）に満足している区民の割合

20 都市基盤の整備・更新 道路・公園等の都市基盤が整備・維持・更新され、安全で快適に暮らしていると感じている区民の割合

人権・コミュニティ
21 多様性の尊重 自分らしく安心して暮らしていると感じる区民の割合

22 地域コミュニティの促進 身近な地域活動に参加している区民の割合

次期基本計画に掲げる各政策に設定している成果指標一覧（分野別政策）



実施計画（素案）

【概要版】

令和５年11月

世田谷区

別紙２

令和６年度 令和９年度
（2024） （2027）



（１）計画の位置づけ

基本計画に定めた理念や目標の実現に向けて、中期的な展望に基づき、区としての具体的な取組みを定めた総合的な行政計画として位置
づけます。

（２）事業の選定基準

以下の基準により、基本計画の政策、施策を実現するための事業を整理し、選定します。

●基本計画における重点政策に関わる事業

●その他個別計画における重要な事業

（４）計画の評価・進⾏管理

年度ごとに事業の進行状況の把握、評価を行い、事業や目標値の見直しなど計画内容の調整を図るとともに、進捗状況を公表します。また、

実施計画の評価を基本計画と連動させ、中間年において一体的に評価を行っていきます。

（５）成果の明確化

各事業に、事業の実施結果を測る活動指標（アウトプット指標）に加えて、目標達成の度合いを測る成果指標（アウトカム指標）を設定

することにより、事業の成果を明確にし、事業手法の改善や、新公会計制度の導入によるコスト分析等に活用します。

基本計画と実施計画の関係性をより明確化し、取組みの評価等を一体的に行っていくことで、わかりやすい計画とするとともに、区の最上位計
画である基本計画に基づく計画行政を着実に実行していくため、基本計画と実施計画の一体化を図ります。

（３）計画推進の視点

「第３章 基本方針」で掲げる６つの計画の理念を各事業に盛り込みながら、「第５章 計画実行の指針」で定める必ず考慮すべき７つの
指針を踏まえ、計画を推進していきます。

実施計画策定にあたっての考え方

基本計画における実施計画の章立て

基本計画の中の「第４章 政策」と「第5章 計画実行の指針」の間に新たに章を設け、実施計画の章立てとします。



計画体系図＜分野別政策＞

政策１ 子ども一人ひとりがのびやかに育つ環境づくり

政策２ 安心して子育てできる環境の整備

子どもの権利とその最善の利益を保障する環境づくり

子どもの成長を支える環境の充実

質の高い乳幼児教育・保育の充実

子育て家庭の支援の推進

支援が必要な子ども・子育て家庭のサポート

＜⾏ 動 量＞①子どもの権利学習講座（子ども向け）の実施回数 ②子どもの権利学習
講座（教員向け）の実施回数

＜成果指標＞①子どもの権利について理解できたと回答した子どもの人数
②子どもの権利について理解し、活用できると回答した教員の人数

子どもの権利学習の実施

子ども・若者

＜⾏ 動 量＞子どもの参加・意見表明の機会の実施箇所数（累計）
＜成果指標＞子どもの参加・意見表明の機会への参加者数

子どもの参加・意見表明の機会の充実

＜⾏ 動 量＞思春期世代に向けたリプロダクティブ・ヘルス／ライツの講演会等の回数
＜成果指標＞こころとからだ、性の健康について正しい知識を習得できたと回答した人数

思春期世代に向けたリプロダクティブ・ヘルス／ライツ周知啓発の実施

＜⾏ 動 量＞児童館の箇所数（累計）
＜成果指標＞児童館の利用者数

児童館の整備・充実

＜⾏ 動 量＞民設民営の放課後児童クラブの整備箇所数（累計）
＜成果指標＞大規模校（登録者200名以上）の新ＢＯＰ学童クラブの箇所数

放課後児童クラブの整備・充実

＜⾏ 動 量＞児童館地域懇談会の実施回数
＜成果指標＞児童館事業に協力した経験を持つ大人の人数

子どもを支えるネットワークづくりのための児童館地域懇談会の実施

＜⾏ 動 量＞外遊びの事業実施回数
＜成果指標＞自然体験あそび場事業に参加した子どもの人数

外遊び事業の充実

＜⾏ 動 量＞乳幼児教育・保育の質向上へのコーディネーター派遣事業の実施施設数
＜成果指標＞事業実施後のアンケートに「効果がある」と回答した施設の割合

乳幼児教育・保育の質向上に向けた研修の充実

＜⾏ 動 量＞地域や学生ボランティア等と連携した教育・保育施設数
＜成果指標＞地域や学生ボランティア等と協働した取組みの実施回数

地域資源を活用した教育・保育施設における質の向上

＜⾏ 動 量＞おでかけひろば運営箇所数（累計）
＜成果指標＞おでかけひろばの相談件数

おでかけひろばの充実

＜⾏ 動 量＞保育施設における一時預かり実施施設数（累計）
＜成果指標＞一時預かりの年間利用者数

一時預かり事業の充実

＜⾏ 動 量＞育児相談等の実施施設数（累計）
＜成果指標＞育児相談や在宅子育て支援事業の年間利用者数

認可保育施設での育児相談や在宅子育て支援事業の充実

＜⾏ 動 量＞子育て関係団体ネットワーク会議の実施回数
＜成果指標＞児童館と連携している子育て関係団体の数（累計）

子育て支援における地域資源開発の推進

＜⾏ 動 量＞両親学級の実施回数
＜成果指標＞両親学級の参加者数

両親学級の充実

＜⾏ 動 量＞産後ケア事業の定員数
＜成果指標＞産後ケア事業の利用者数

産後ケア事業の充実

＜⾏ 動 量＞「まいぷれいす」の実施箇所数（累計）
＜成果指標＞「まいぷれいす」の利用者数

生活困窮世帯等の子どもと家庭を支える学習・生活支援事業「まいぷれいす」の実施

＜⾏ 動 量＞ひとり親家庭等への休日相談支援の実施回数
＜成果指標＞ひとり親家庭等への休日相談支援の利用者数

ひとり親家庭等への休日相談支援事業の充実

＜⾏ 動 量＞里親制度説明会の実施回数
＜成果指標＞登録里親数（累計）

里親等委託の推進
＜⾏ 動 量＞わくわく親子タイム・心理士相談の地域施設での実施回数
＜成果指標＞わくわく親子タイム・心理士相談の利用者数

発達支援親子グループ事業の拡充

＜⾏ 動 量＞人材育成や支援力向上を目的とした研修を受講した児童館職員数
＜成果指標＞児童館への相談件数

子どもの見守り及び支援に係る児童館職員のスキル向上

＜⾏ 動 量＞ヤングケアラー支援に関する研修等の実施回数
＜成果指標＞ヤングケアラー支援に関する研修等のアンケートで理解が深まったと回答した人数

ヤングケアラーへの支援の推進

施策1‐1

施策1‐2

施策1‐3

施策2‐1

施策2‐2



計画体系図＜分野別政策＞

政策３ 若者が力を発揮できる環境づくり

＜⾏ 動 量＞ティーンズプロジェクトの実施回数
＜成果指標＞児童館利用者のうち、主体的な活動に取り組んだ経験のある若者の人数

中学生及び高校生世代の主体的な参加の促進

子ども・若者

＜⾏ 動 量＞青少年交流センターにおける若者が主体的に参加・参画するプログラム数
＜成果指標＞青少年交流センターのプログラムに若者が参加した人数

青少年交流センターのプログラムの充実

＜⾏ 動 量＞①業務効率化に向けたネットワークの統合 ②ダッシュボードで参照できるデー
タ数（累計）

＜成果指標＞子どもと向き合う時間が増えたと感じる教員の割合

ＩＣＴを活用した教員の働き方改革の推進

＜⾏ 動 量＞学習用タブレット端末で利用可能なアプリの配信数
＜成果指標＞学校、自宅いずれかでドリル学習アプリ又は授業支援アプリを毎週使用した

児童・生徒の割合

ICTを活用した学びの推進

教 育

政策４ 新たな学校教育の推進

キャリア・未来デザイン教育の推進

＜⾏ 動 量＞①キャリア・パスポートの実施 ②職場体験活動の実施
＜成果指標＞将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合

キャリア教育

＜⾏ 動 量＞探究のプロセスを取り入れた授業の実施
＜成果指標＞自分の考えがうまく伝わるよう話の組立てなどを工夫して発表できる児童・生

徒の割合

せたがや探究的な学び

＜⾏ 動 量＞セミナーや説明会等による周知回数
＜成果指標＞メルクマールせたがやにおける、若者を対象とする相談件数

若者の相談・支援の充実

＜⾏ 動 量＞関係機関との連携の回数
＜成果指標＞せたエールにおける、居場所から相談支援へつないだ件数

児童養護施設退所者等相談支援事業の実施

教育DXの更なる推進

＜⾏ 動 量＞教職員研修の実施回数
＜成果指標＞インクルーシブ教育への理解が深まった人数

インクルーシブ教育の推進

＜⾏ 動 量＞特別支援教育巡回グループの年間の訪問校数
＜成果指標＞巡回グループによる支援・助言が児童・生徒一人ひとりの状態に応じた支援に

効果があると回答した学校の割合

特別支援教育の充実

多様な個性が生かされる教育の推進

多様性や個性を認め伸ばす学びの場づくり

＜⾏ 動 量＞地域の企業や大学等と研究校が連携して実施した事業の実施回数
＜成果指標＞研究校のうち、地域や社会をよくするために何かしてみたいと思っている

児童・生徒の割合

魅力ある学校づくりモデル研究

＜⾏ 動 量＞出前講座等による多様な体験学習の実施回数
＜成果指標＞自分には、よいところがあると思う児童・生徒の割合

多様な体験学習

＜⾏ 動 量＞高校・大学・企業等と連携して実施した事業の実施回数
＜成果指標＞将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合

高校・大学・企業等とのマッチングの推進

若者が力を発揮できる環境の充実

生きづらさを抱える若者への支援

施策4‐4

施策4‐2

施策4‐3

施策4‐１

施策3‐1

施策3‐2

＜⾏ 動 量＞ネットリテラシー醸成講座の実施回数
＜成果指標＞講座受講者のうち、ＩＣＴリテラシーへの理解が深まった児童・生徒の割合

児童・生徒の情報活用能力の育成



計画体系図＜分野別政策＞

教 育

政策５ 不登校支援の強化

相談・支援体制の充実と連携体制の強化

＜⾏ 動 量＞不登校児童・生徒や保護者の支援件数
＜成果指標＞どこにもつながっていない不登校児童・生徒の割合

不登校支援グループによる相談受付・支援活動の実施

多様な学びの場や居場所の充実

＜⾏ 動 量＞ほっとルーム設置学校数
＜成果指標＞ほっとルームの利用人数

ほっとルームの充実

＜⾏ 動 量＞オンライン支援事業の受入可能人数
＜成果指標＞オンライン支援事業の利用人数

オンライン支援事業の充実

＜⾏ 動 量＞ほっとスクールの箇所数
＜成果指標＞ほっとスクールの利用人数

ほっとスクールの充実

＜⾏ 動 量＞不登校特例校の箇所数
＜成果指標＞不登校特例校の利用人数

不登校特例校の充実

政策６ 生涯を通じた学習の充実

知と学びと文化の情報拠点としての新たな図書館の創造

＜⾏ 動 量＞お話し会等の実施数
＜成果指標＞児童書の貸出数（冊）

読書機会の提供による読書習慣の継続

＜⾏ 動 量＞電子図書の蔵書数（累計）
＜成果指標＞電子書籍閲覧数

非来館型図書館サービスの充実

＜⾏ 動 量＞図書館活用講座・情報検索講座参加者数
＜成果指標＞レファレンス受付件数

図書館機能の充実

常に学ぶ区民意識の涵養と社会参加の促進

＜⾏ 動 量＞青少年教育事業(いかだ下り大会）の実施
＜成果指標＞青少年教育事業（いかだ下り大会）の参加者数

多様な学びと体験の提供

文化財の保護・普及活動の推進

＜⾏ 動 量＞デジタルミュージアム動画コンテンツ数（累計）
＜成果指標＞デジタルミュージアム閲覧回数

デジタルミュージアムのコンテンツの充実

＜⾏ 動 量＞文化財ボランティアの育成講座数
＜成果指標＞文化財ボランティア登録者数

文化財ボランティアの育成・支援

施策6‐3

施策5‐1

施策5‐2

施策6‐1

施策6‐2

＜⾏ 動 量＞連携・協働の事例研究発表シンポジウムの実施

＜成果指標＞連携・協働の事例研究発表シンポジウムの参加者数

学んだ成果を生かせる地域づくり



計画体系図＜分野別政策＞

健康・福祉

政策７ 健康づくりの推進

主体的に取り組める健康づくりの推進

＜⾏ 動 量＞精密検査受診勧奨も兼ねたがん検診受診勧奨
＜成果指標＞検診受診率（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮頸がん・乳がん）

科学的根拠に基づくがん検診の推進と受診率の向上

＜⾏ 動 量＞ウォーキングマップの配布数
＜成果指標＞１日に30分以上歩いている区民の割合

誰もが身近で気軽に取り組める運動の促進

＜⾏ 動 量＞連携事業者による提供店舗数
＜成果指標＞連携店舗によるせたミール商品の供給数

健康につながる食環境づくり

こころの健康づくり

＜⾏ 動 量＞こころの健康に関する講座の開催回数
＜成果指標＞こころの健康に関する講座の参加人数

こころの不調や精神疾患についての普及啓発

＜⾏ 動 量＞こころの健康に関する相談事業実施回数
＜成果指標＞こころの健康に関する相談件数

当事者・家族を中心に据えた相談支援

＜⾏ 動 量＞①ゲートキーパー講座開催回数 ②自殺未遂者支援部会実施回数
＜成果指標＞①ゲートキーパー講座参加人数 ②自殺未遂連携支援件数

自殺対策

介護予防の総合的な推進

＜⾏ 動 量＞介護予防普及啓発講座実施回数
＜成果指標＞介護予防普及啓発講座参加者数

介護予防普及啓発の推進

＜⾏ 動 量＞①住民参加型・住民主体型サービス充実のための研修等の実施
②介護予防筋力アップ教室の実施回数

＜成果指標＞①住民参加型・住民主体型サービスの参加者数
②介護予防筋力アップ教室の参加者数

介護予防・生活支援サービスの推進

政策8 福祉につながるネットワークの強化

施策7‐3

施策7‐2

施策7‐1

身近な福祉相談の充実と地域づくり

＜⾏ 動 量＞福祉の相談窓口の周知の取組み
＜成果指標＞「福祉の相談窓口」を知っている区民の割合

福祉の相談窓口

＜⾏ 動 量＞参加と協働の地域づくりの取組み
＜成果指標＞身近な地域の活動へ参加している区民の割合

参加と協働による地域づくり

地区でつながり続ける支援体制の構築

＜⾏ 動 量＞多機関協働事業や地域共生社会についての研修の実施
＜成果指標＞支援者が情報共有や、役割分担、連携による支援を適切にできていると回

答した割合

多機関協働事業

＜⾏ 動 量＞対象を限らない見守り協定の締結に向けて働きかけた団体や機関の数
＜成果指標＞対象を限らない見守り協定の締結数

アウトリーチを通じた継続的支援事業

＜⾏ 動 量＞地域資源開発における団体訪問件数
＜成果指標＞社会参加の支援につながる地域資源数

参加支援事業

施策8‐1

施策8‐2



計画体系図＜分野別政策＞

健康・福祉

安心して暮らせる居住環境の整備

＜⾏ 動 量＞お部屋探しサポートの利用相談者数
＜成果指標＞お部屋探しサポートによる物件情報提供を受けた利用者数

高齢・障害者等住宅確保要配慮者への入居支援

＜⾏ 動 量＞補助対象住宅の新規登録件数
＜成果指標＞補助対象住宅への入居件数（累計）

ひとり親世帯の居住の安定

＜⾏ 動 量＞重度障害者向けグループホームの新規施設整備数
＜成果指標＞重度障害者向けグループホームの定員数（累計）

重度障害者向けグループホームの整備

政策９ 地域福祉の推進と基盤整備

＜⾏ 動 量＞認知症高齢者グループホームの新規整備数、都市型軽費老人ホームの新規
整備数

＜成果指標＞認知症高齢者グループホームの定員数（累計）、都市型軽費老人ホーム
の定員数（累計）

支援や介護が必要な高齢者向けの環境の整備

地域生活課題の解決に向けた取組み

＜⾏ 動 量＞長期入院者への訪問支援事業における連携精神科病院数（累計）
＜成果指標＞精神科病院における長期入院者に対する支援数

精神障害者支援施策の充実

＜⾏ 動 量＞医療的ケア支援に携わる人材育成研修の参加者数
＜成果指標＞医療的ケア支援を行う事業所数（累計）

医寮的ケア児(者)の支援

＜⾏ 動 量＞ひきこもりに係る重層的支援会議、支援会議の開催回数
＜成果指標＞相談窓口利用者のうち、支援に満足をしている方の割合

ひきこもり支援の推進

＜⾏ 動 量＞地域共生社会促進助成事業を周知する商店街数
＜成果指標＞地域共生社会促進助成事業による物品助成件数

地域共生社会実現に向けた環境づくり

＜⾏ 動 量＞認知症の相談窓口等を周知する講演会の実施回数
＜成果指標＞あんしんすこやかセンターの認知症に関する相談件数

認知症に関する身近な相談支援の推進

在宅医療・介護連携の推進

＜⾏ 動 量＞在宅医療・ACPの普及啓発に向けた区民向け講演会・シンポジウム及び
ミニ講座の実施回数

＜成果指標＞在宅医療・ACPの普及啓発に向けた区民向け講演会・シンポジウム及び
ミニ講座の受講者数

在宅医療・ACPの普及啓発

＜⾏ 動 量＞在宅療養相談窓口数（累計）
＜成果指標＞在宅療養相談件数

在宅医療・介護のネットワークの構築

＜⾏ 動 量＞在宅療養資源マップのWeb運用
＜成果指標＞在宅療養資源マップ（Webサイト）のアクセス数

在宅医療・介護関係者間の情報の共有支援

福祉人材の確保及び育成・定着支援

＜⾏ 動 量＞①福祉人材育成・研修センター運営委員会の実施 ②研究活動の実施
＜成果指標＞福祉人材育成・研修センター全体の利用者数

福祉人材育成・研修センターにおける研修の質の向上

施策9‐3

施策9‐2

施策9‐1

施策9‐4

＜⾏ 動 量＞①高齢分野における研修事業の実施 ②介護福祉士実務者研修受講料助成
＜成果指標＞①高齢分野における研修事業の受講者数 ②介護福祉士資格取得助成

の受給者数

高齢分野における人材の確保及び育成・定着支援

＜⾏ 動 量＞アクション講座(世田谷版認知症サポーター養成講座)受講者数（累計）
＜成果指標＞認知症の本人が参画したアクションチームの結成地区数

認知症の方の暮らしを支える地域づくり

＜⾏ 動 量＞地域生活支援機能強化のための専門的人材の確保・養成に向けた研修の実施
＜成果指標＞地域生活支援機能強化のための専門的人材の確保・養成に向けた研修の

受講者数

障害者の地域生活支援機能強化のための専門的人材の確保・養成

＜⾏ 動 量＞障害分野における研修事業の実施
＜成果指標＞障害分野における研修事業の受講者数

障害分野における人材の確保及び育成・定着支援
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災害・危機管理

政策10 安全・安心のまちづくり

地域防災力の向上

＜⾏ 動 量＞防災塾の実施回数
＜成果指標＞防災塾に参加したことで、自分の地区の災害リスクや、自らとるべき避難行動
を理解した人の割合

防災塾の実施

＜⾏ 動 量＞女性防災コーディネーター養成講座の修了人数
＜成果指標＞女性防災コーディネーターによる防災研修（地域啓発研修）参加者数

女性防災リーダーの育成

＜⾏ 動 量＞①在宅避難の啓発物発行回数 ②在宅避難の啓発イベント実施回数
＜成果指標＞在宅避難のための備えをしている区民の割合

在宅避難の推進

＜⾏ 動 量＞マイ・タイムライン作成講習会実施回数
＜成果指標＞講習会に参加し「マイ・タイムライン」を作成した人数

マイ・タイムライン作成を通じた意識啓発

＜⾏ 動 量＞個別避難計画作成案内送付者数
＜成果指標＞個別避難計画作成数

個別避難計画作成を通じた意識啓発

犯罪抑止の取組み

＜⾏ 動 量＞防犯カメラ支援内容の周知
＜成果指標＞防犯カメラの設置台数

防犯カメラ設置・維持管理への支援

＜⾏ 動 量＞①パンフレットやガイドブック等への啓発記事掲載回数
②イベント等での啓発回数

＜成果指標＞自動通話録音機の貸与台数

高齢者等に対する特殊詐欺被害防止対策

健康危機管理体制の強化

＜⾏ 動 量＞健康危機管理連絡会、災害医療運営連絡会の開催回数
＜成果指標＞連絡会参加団体数

関係機関との連携・協力体制の確保

＜⾏ 動 量＞関係機関との協働による新型インフルエンザ等対応研修・訓練の実施回数
＜成果指標＞新型インフルエンザ等対応研修・訓練参加団体数

新型インフルエンザ等新興・再興感染症への対応力向上

＜⾏ 動 量＞関係機関との協働による医療救護本部運営訓練の実施回数
＜成果指標＞ 医療救護本部運営訓練参加者数

医療救護本部体制の確保

＜⾏ 動 量＞関係機関との協働による緊急医療救護所運営訓練の実施回数
＜成果指標＞緊急医療救護所運営訓練参加者数

医療救護活動の推進

政策11 災害に強い街づくり

震災に強い街づくり

＜⾏ 動 量＞不燃化に関する相談会の開催数
＜成果指標＞不燃化特区による老朽建築物の除却・建替え等費用助成件数

木造住宅密集地域の解消

＜⾏ 動 量＞耐震化支援制度対象住宅への各戸配布による周知実施件数
＜成果指標＞木造耐震診断、簡易耐震診断助成件数(累計)

建築物耐震診断・補強工事

＜⾏ 動 量＞無電柱化した区道延長
＜成果指標＞無電柱化した区道延長（累計）

無電柱化整備

都市の事前復興

＜⾏ 動 量＞訓練等実施回数
＜成果指標＞訓練等参加者数

事前復興街づくりの推進

施策10‐1

施策10‐2

施策10‐3

施策11‐1

施策11‐2
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災害・危機管理

政策11 災害に強い街づくり

水害を抑制する街づくり

＜⾏ 動 量＞雨水流出抑制施設の設置件数
＜成果指標＞流域対策による雨水流出抑制量（累計）

グリーンインフラの考え方も活かした豪雨対策の推進

日常の安全・安心な街づくり

＜⾏ 動 量＞空家所有者等への普及啓発件数
＜成果指標＞①管理不全状態の改善件数

②「せたがや空き家活用ナビ」における成約数

空家等の管理・利活用

＜⾏ 動 量＞狭あい道路拡幅整備延長
＜成果指標＞狭あい道路の延長（累計）

狭あい道路拡幅整備の促進

環境・リサイクル・みどり

政策12 脱炭素化の推進

区民・事業者の脱炭素行動の支援

＜⾏ 動 量＞エコ住宅補助金の交付件数
＜成果指標＞エコ住宅補助金によるCO₂削減量

環境配慮型住宅推進事業

公共施設や区事業活動における脱炭素の実施

＜⾏ 動 量＞公共施設におけるEVの公共用充電器設置台数（累計）
＜成果指標＞公共施設におけるＥＶの公共用充電器利用者数

電気自動車の公共用充電器の設置

＜⾏ 動 量＞公用車におけるEVの導入割合
＜成果指標＞公用車のガソリン購入量

公用車のEV化

＜⾏ 動 量＞省エネポイントアクションの結果報告者数
＜成果指標＞省エネポイントアクションの取組みによるCO₂削減量

省エネ・再エネポイントアクション事業

＜⾏ 動 量＞たがや版RE100への賛同登録に係る啓発件数
＜成果指標＞せたがや版RE100の賛同者の数

せたがや版RE100の普及促進

＜⾏ 動 量＞公共建築物のＺＥＢ化の件数
＜成果指標＞公共施設のエネルギー使用の削減量（原油換算Kℓ）

公共建築物のZEB化

政策13 快適で暮らしやすい生活環境の構築

地球環境美化活動の推進

＜⾏ 動 量＞区内一斉清掃活動「せたがやクリーンアップ作戦」ちらし兼申込書の配布箇所
数(累計)

＜成果指標＞区内一斉清掃活動「せたがやクリーンアップ作戦」の参加者数及び参加団体
数(累計)

区内一斉清掃活動「せたがやクリーンアップ作戦」の実施

施策11‐3

施策11‐4

施策12‐1

施策12‐2

施策13-1
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環境・リサイクル・みどり

政策13 快適で暮らしやすい生活環境の構築

たばこルールの推進

＜⾏ 動 量＞指定喫煙場所設置数（累計）
＜成果指標＞路上喫煙率

たばこマナー向上の取組み

ごみ減量と資源循環型社会の形成

＜⾏ 動 量＞普及啓発施設来場者数
＜成果指標＞区民1人1日あたりのごみ排出量

廃棄物削減に向けたリデュース（発生抑制）の推進

＜⾏ 動 量＞エコフレンドリーショップ登録店舗数
＜成果指標＞家庭系食品ロス排出量（5年平均）

食品廃棄物（生ごみ）削減の推進（食品ロスの削減）

＜⾏ 動 量＞事業系リサイクルシステムへの参加事業者数
＜成果指標＞事業用大規模建築物におけるリサイクル率

事業者主体の3R活動の促進

政策14 豊かな自然環境の保全・創出

世田谷らしいみどりの保全・創出

＜⾏ 動 量＞市民緑地等諸制度による新規指定箇所
＜成果指標＞市民緑地等諸制度による新規指定箇所の合計面積（累計）

緑地保全制度等によるみどりの保全

＜⾏ 動 量＞緑化助成によるシンボルツリーの新規助成件数
＜成果指標＞緑化助成によるシンボルツリーの植栽本数（累計）

緑化助成制度によるみどりの創出

＜⾏ 動 量＞崖線樹林地（公園緑地）保全・育成の推進公園数
＜成果指標＞区民が親しみを感じる崖線樹林地の再生区域数

維持管理の質の向上による崖線樹林地（国分寺崖線内の区有地）の保全・育成

生物多様性の保全

＜⾏ 動 量＞生物多様性に配慮した公園緑地整備箇所数
＜成果指標＞生物多様性に配慮した公園緑地面積（累計）

生物多様性に配慮した公園緑地の整備・管理

＜⾏ 動 量＞世田谷生きもの会議開催数
＜成果指標＞世田谷生きもの会議参加団体数（累計）

世田谷生きもの会議の充実

協働によるみどり豊かなまちづくりの推進

＜⾏ 動 量＞みどりに関するイベントや講習会の開催回数
＜成果指標＞みどりに関するイベントや講習会の参加者数

みどり・生物多様性の普及啓発

＜⾏ 動 量＞農業公園におけるイベントや講習会の開催回数
＜成果指標＞農業公園におけるイベントや講習会の参加者数

農に触れ合う機会の充実

施策13‐3

施策13‐2

施策14‐1

施策14‐2

施策14‐3



計画体系図＜分野別政策＞

経済・産業

政策15 持続可能な地域経済の実現

多様な地域産業の持続可能性確保に向けた基盤強化

＜⾏ 動 量＞地域連携型ハンズオン支援により新規プロジェクトの事業化を達成した事業者数
＜成果指標＞事業実施前と比較し、売上変動が好転した事業者数

地域産業のさらなる活性化に向けた施策の推進

＜⾏ 動 量＞せたがやPay事業の加盟店舗数（累計）
＜成果指標＞せたがやPayアプリ利用者の継続利用率

地域経済循環の推進

＜⾏ 動 量＞区内企業と求職者のマッチングイベント開催数
＜成果指標＞区内企業と求職者のマッチング就職決定者数

地域産業の経営戦略の基盤となる人材採用

＜⾏ 動 量＞三軒茶屋就労支援センターのセミナー開催数
＜成果指標＞三軒茶屋就労支援センターの就職決定者数

安定的雇用の促進

起業の促進と多様な働き方の実現

＜⾏ 動 量＞新たな産業活性化拠点のコンテンツ数
＜成果指標＞新たな産業活性化拠点の支援プログラム利用者数

新たな価値を創出する事業者・人材の育成、区内産業のイノベーションの創出

＜⾏ 動 量＞創業支援事業における創業相談等の実施回数
＜成果指標＞創業支援事業における創業相談等利用者の創業決定者数

区民の起業・創業の促進

地域や社会の課題の解決に向けたソーシャルビジネスの推進

＜⾏ 動 量＞SETAGAYA PORTへの新規会員登録者数（累計）
＜成果指標＞SETAGAYA PORTを通して実現した連携事業数

産業交流による新たな産業の創出

＜⾏ 動 量＞せせせプロジェクトイベントの開催回数
＜成果指標＞イベント参加事業者のうち前年度比で売上が向上した事業者数（累計）

産業視点からの福祉事業の課題解決

地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進

＜⾏ 動 量＞世田谷区まちなか観光交流協会会員数の増加（累計）
＜成果指標＞世田谷まちなか観光交流協会の活動回数

まちなか観光の推進

＜⾏ 動 量＞ふれあい農園開設件数
＜成果指標＞ふれあい農園参加人数

区民に対する都市農業への理解促進

＜⾏ 動 量＞エシカル消費に関する講座の実施回数
＜成果指標＞エシカル消費に関する講座の受講者のうち、その理解が深まった人数

持続可能な消費者⾏動の推進

＜⾏ 動 量＞農福連携体験会の開催数
＜成果指標＞農福連携事業を通じた区内就職者数（累計）

農福連携の推進

＜⾏ 動 量＞脱炭素など環境分野に関する啓発活動回数
＜成果指標＞事業活動において環境配慮行動を重要な位置付けとしている事業者の割合

脱炭素など環境分野における産業の育成促進

施策15‐1

施策15‐2

施策15‐3

施策15‐4

＜⾏ 動 量＞多様な働き方の相談・社会保険労務士相談の実施回数
＜成果指標＞多様な働き方の相談の参加者数・社会保険労務士相談の相談件数

多様な働き方の環境整備



計画体系図＜分野別政策＞

文化・スポーツ

政策16 文化・芸術の振興

誰もが文化・芸術を身近に感じ楽しめる環境の整備

＜⾏ 動 量＞①区庁舎等における美術品の展示点数
②収蔵品展及びホームページで紹介する作品点数

＜成果指標＞①区ホームページ「区庁舎等美術品ページ」へのアクセス数
②当年度開催の収蔵品展Webページへのアクセス数

区の美術品等の活用による鑑賞機会の拡大

＜⾏ 動 量＞美術館・文学館のライブラリーにおける企画コーナーの実施回数
＜成果指標＞ライブラリー利用者数

美術館・文学館におけるライブラリーの運営

地域活動団体の支援と交流の促進による文化・芸術活動の活性化

＜⾏ 動 量＞文化・芸術交流事業の実施回数
＜成果指標＞文化・芸術交流事業の出演者数及び事業への参加者数

世田谷区民会館等における文化・芸術を通じた交流事業の実施

＜⾏ 動 量＞世田谷アーティストバンク登録アーティスト数
＜成果指標＞活動した登録アーティスト数及び活動への参加者数

身近なアーティストの活動に触れる機会の創出

スポーツを通じた生きがい・健康づくり

＜⾏ 動 量＞ランニングやジョギング、ウォーキングコースの環境整備を行った箇所数（累計）
＜成果指標＞整備されたランニングやジョギング、ウォーキングコースを利用したことがある人数

ランニングやジョギング・ウォーキングを⾏う人が達成感を得られるような環境整備

＜⾏ 動 量＞公共施設等へのボッチャコートの設置数（累計）
＜成果指標＞公共施設等に設置されたボッチャコートの利用回数

公共施設等へのボッチャコートの設置

スポーツを通じた共生社会の実現

＜⾏ 動 量＞ユニバーサルスポーツイベントの開催回数
＜成果指標＞ユニバーサルスポーツイベントに参加した人のうち、ユニバーサルスポーツが理解

できたと回答した参加者の人数

ユニバーサルスポーツの推進

＜⾏ 動 量＞関係団体等との連携・協働によるスポーツイベント等の実施回数
＜成果指標＞関係団体等との連携・協働によるスポーツイベント等への参加者数

スポーツを通じた交流の場の創出

＜⾏ 動 量＞まちなかでのスポーツイベント実施回数
＜成果指標＞まちなかでのスポーツイベントの参加者数

まちなかでのスポーツイベントの実施

＜⾏ 動 量＞ラジオ体操の開催場所数
＜成果指標＞ラジオ体操への参加者数

気軽にできるスポーツの普及

＜⾏ 動 量＞地域文化芸術振興事業補助金補助事業数
＜成果指標＞地域文化芸術振興事業の実施者数及び事業への参加者数

地域で活動する文化・芸術団体の活動支援

政策17 生涯スポーツの推進

施策16‐1

施策16‐2

スポーツを通じた活力あるまちづくり

＜⾏ 動 量＞試合会場等でのイベント実施回数
＜成果指標＞試合会場等でのイベントへの来場者数

スポーツチームと連携した情報発信や賑わいの創出

＜⾏ 動 量＞名所めぐりやまち歩きの実施回数
＜成果指標＞名所めぐりやまち歩きへの参加者数

ランニングやジョギング、ウォーキングによる名所めぐりやまち歩きによる地域の活性化

＜⾏ 動 量＞講師等の派遣・協力回数
＜成果指標＞地域コミュニティ活動への参加者数

地域コミュニティ活動への派遣・協力

施策17‐1

施策17‐2

施策17‐3

＜⾏ 動 量＞音楽イベント等の実施回数
＜成果指標＞音楽イベント等への参加者数

区民利用・交流拠点全体を活用した音楽イベント等による文化・芸術に触れる機会の提供



計画体系図＜分野別政策＞

都市整備

政策18 魅力ある街づくり

地区特性に応じた街づくりの推進

＜⾏ 動 量＞地区計画等の策定及び変更（廃止含む）検討地区数
＜成果指標＞地区計画等の策定及び変更（廃止含む）地区数

地区街づくりの推進

魅力あるにぎわいの拠点づくり
＜⾏ 動 量＞①気運醸成につながる社会実験等の実施回数 ②推進体制構築のための

会議開催数 ③区の支援により実施する市街地再開発事業に向けた地権
者勉強会等の回数

＜成果指標＞①社会実験等への協力団体数（累計) ②まちづくり推進体制への参画団
体数（累計）③区の支援により実施する市街地再開発事業に向けた地権
者勉強会等の参加人数

三軒茶屋駅周辺まちづくりの推進

＜⾏ 動 量＞下北沢エリアマネジメント準備協議会の開催回数
＜成果指標＞エリアマネジメントの導入

下北沢駅周辺まちづくりの推進

＜⾏ 動 量＞二子玉川エリアマネジメンツ理事会におけるアドバイザリー支援回数
＜成果指標＞河川占用施設の年間利用者数

二子玉川駅周辺まちづくりの推進

施策18‐1

施策18‐2

＜⾏ 動 量＞気運醸成につながる街づくり懇談会等の開催回数
＜成果指標＞区民・事業者等の参加人数

京王線沿線まちづくりの推進

＜⾏ 動 量＞新規ベンチ設置基数
＜成果指標＞ベンチ設置基数（累計）

座れる場づくりの推進

歩いて楽しめる魅力づくり

＜⾏ 動 量＞①事前調整会議の開催回数 ②風景づくり交流会の開催回数
③普及啓発イベント開催回数

＜成果指標＞①事前調整会議における指摘事項に対する協議成立割合
②風景づくり交流会参加団体の交流会への評価（満足度）
③イベント参加者の風景づくりへの理解が深まった割合

風景づくりの推進

＜⾏ 動 量＞協働による公園づくり等のイベント実施回数）
＜成果指標＞協働による公園づくり等のイベント参加人数）

公園の魅力向上

施策18‐3

政策19 交通環境の整備

地域公共交通の活性化

＜⾏ 動 量＞地域公共交通の活性化
＜成果指標＞区内の交通手段（移動手段）に満足している区民の割合

地域公共交通の活性化

＜⾏ 動 量＞砧モデル地区でのデマンド型交通の導入
＜成果指標＞区内の交通手段（移動手段）に満足している区民の割合

公共交通不便地域対策の推進

自転車利用環境の整備

＜⾏ 動 量＞区道の自転車通行空間の新規整備延長
＜成果指標＞区道の自転車通行空間の整備率

自転車走⾏環境整備の推進

施策19‐1

施策19‐2

政策20 都市基盤の整備・更新

道路ネットワークの計画的な整備

＜⾏ 動 量＞都市計画道路・主要生活道路の道路整備面積（仮整備含む）
＜成果指標＞都市計画道路・主要生活道路の整備率

都市計画道路・主要生活道路の新設・拡幅整備

＜⾏ 動 量＞地先道路の道路整備面積（仮整備含む）
＜成果指標＞地先道路整備総延長

地先道路の新設・拡幅整備

施策20-1



計画体系図＜分野別政策＞

都市整備

政策20 都市基盤の整備・更新

公園・緑地の計画的な整備

＜⾏ 動 量＞都市計画公園・緑地（優先整備区域）の新規整備面積
＜成果指標＞区民１人あたりの公園敷地面積

新たな都市計画公園・緑地の整備

施策20-2

人権・コミュニティ

政策21 多様性の尊重

人権への理解促進

＜⾏ 動 量＞人権啓発イベントの開催回数
＜成果指標＞人権啓発イベントの参加者数

人権啓発イベントの開催

＜⾏ 動 量＞性的マイノリティ理解促進研修の開催回数
＜成果指標＞性的マイノリティ理解促進研修の参加者数

性的マイノリティ等多様な性への理解促進と支援

施策21-1

男女共同参画の推進

＜⾏ 動 量＞ワーク・ライフ・バランスに関するイベント等の開催数
＜成果指標＞ワーク・ライフ・バランスに関するイベント等への参加者数

ワーク・ライフ・バランスの推進

＜⾏ 動 量＞あらゆる分野における女性活躍に向けたイベント等の開催数
＜成果指標＞あらゆる分野における女性活躍に向けたイベント等の参加者数

あらゆる分野における女性活躍の推進

DV防止の取組み

＜⾏ 動 量＞デートDV防止出前講座の開催数
＜成果指標＞デートDV防止出前講座の参加者数

デートDV防止出前講座の実施

＜⾏ 動 量＞DV等暴力防止・被害者支援関連講座の開催数
＜成果指標＞DV防止研修等の参加者数

DV防止研修等の充実

多文化共生の推進

＜⾏ 動 量＞せたがや国際メッセの実施回数
＜成果指標＞せたがや国際メッセの参加者数

国際交流イベントの実施

＜⾏ 動 量＞多言語通訳サービス導入タブレット等設置台数（累計）
＜成果指標＞多言語通訳サービスの利用件数

在住外国人への相談体制の強化

施策21-2

施策21-3

施策21-4



計画体系図＜分野別政策＞

人権・コミュニティ

政策22 地域コミュニティの促進

地域への参加促進と地域活動の活性化

＜⾏ 動 量＞区民利用・交流拠点施設の設置・運営
＜成果指標＞区民利用・交流拠点施設の設置・運営

区民利用・交流拠点施設の設置・運営

＜⾏ 動 量＞町会・自治会活動支援の取組み
＜成果指標＞町会・自治会加入率

町会・自治会の参加促進、活性化支援

施策22-1

区民や活動団体の連携・協働促進

＜⾏ 動 量＞地区情報連絡会の開催数
＜成果指標＞地区情報連絡会の参加団体数

地区情報連絡会の発展

＜⾏ 動 量＞地区での情報共有と地域参加のためのプラットフォーム数
＜成果指標＞（仮）地区情報共有プラットフォームの登録者数

地区での情報共有と地域参加のためのプラットフォームづくり

施策22-2

＜⾏ 動 量＞市民活動・ＮＰＯ相談実施箇所数（累計）
＜成果指標＞区内NPO法人数

ＮＰＯ等市民活動団体の活性化支援
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１. 実施計画策定にあたっての考え方 

基本計画と実施計画の関係性をより明確化し、取組みの評価等を一体的に行って

いくことで、わかりやすい計画とするとともに、区の最上位計画である基本計画に

基づく計画行政を着実に実行していくため、基本計画と実施計画の一体化を図りま

す。 

 

（１）計画の位置づけ 

基本計画に定めた理念や目標の実現に向けて、中期的な展望に基づき、区として

の具体的な取組みを定めた総合的な行政計画として位置づけます。 

 

（２）事業の選定基準 

以下の基準により、基本計画の政策、施策を実現するための事業を整理し、選定

します。 

⚫ 基本計画における重点政策に関わる事業 

⚫ その他個別計画における重要な事業 

 

（３）計画推進の視点 

 「第３章 基本方針」で掲げる６つの計画の理念を各事業に盛り込みながら、

「第５章 計画実行の指針」で定める必ず考慮すべき７つの指針を踏まえ、計画を

推進していきます。 

 

（４）計画の評価・進行管理 

年度ごとに事業の進行状況の把握、評価を行い、事業や目標値の見直しなど計画

内容の調整を図るとともに、進捗状況を公表します。また、実施計画の評価を基本

計画と連動させ、中間年において一体的に評価を行っていきます。 

 

（５）成果の明確化 

各事業に、事業の実施結果を測る活動指標（アウトプット指標）に加えて、目標

達成の度合いを測る成果指標（アウトカム指標）を設定することにより、事業の成

果を明確にし、事業手法の改善や、新公会計制度の導入によるコスト分析等に活用

します。 
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２. 計画の体系 

実施計画事業については、基本計画に掲げる分野別政策の９つの体系に沿って整理

しています。 

 

 

 

分野 政策 施策 事業 

子
ど
も
・
若
者 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
の
び
や
か
に
育
つ 

 
 

環
境
づ
く
り 

子どもの権利とその最善の利益を

保障する環境づくり 

子どもの権利学習の実施 

子どもの参加・意見表明の機会の充実 

思春期世代に向けたリプロダクティブ・ヘ

ルス／ライツ周知啓発の実施 

子どもの成長を支える環境の充実 

児童館の整備・充実 

放課後児童クラブの整備・充実 

子どもを支えるネットワークづくりのため

の児童館地域懇談会の実施 

外遊び事業の充実 

質の高い乳幼児教育・保育の充実 
乳幼児教育・保育の質向上に向けた研修等の充実 

地域資源を活用した教育・保育施設におけ

る質の向上 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備 

子育て家庭の支援の推進 

おでかけひろばの充実 

一時預かり事業の充実 

認可保育施設での育児相談や在宅子育て支

援事業の充実 

子育て支援における地域資源開発の推進 

両親学級の充実 

産後ケア事業の充実 

支援が必要な子ども・子育て家庭

のサポート 

生活困窮世帯等の子どもと家庭を支える学

習・生活支援事業「まいぷれいす」の実施 

ひとり親家庭等への休日相談支援事業の充実 

発達支援親子グループ事業の拡充 

里親等委託の推進 

子どもの見守り及び支援に係る児童館職員

のスキルの向上 

ヤングケアラーへの支援の推進 

若
者
が
力
を
発

揮
で
き
る
環
境

づ
く
り 

若者が力を発揮できる環境の充実 
 

中学生及び高校生世代の主体的な参加の促進 

青少年交流センターのプログラムの充実 

生きづらさを抱える若者への支援 
 

若者の相談・支援の充実 

児童養護施設退所者等相談支援事業の実施 

基本計画に掲げる政策・施策 

実施計画事業 
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分野 政策 施策 事業 

教
育 

新
た
な
学
校
教
育
の
推
進 

キャリア・未来デザイン教育の推進 
キャリア教育 

せたがや探究的な学び 

教育ＤＸの更なる推進 

ICT を活用した教員の働き方改革の推進 

ICT を活用した学びの推進 

児童・生徒の情報活用能力の育成 

多様な個性が生かされる教育の推進 
インクルーシブ教育の推進 

特別支援教育の充実 

多様性や個性を認め伸ばす学びの場
づくり 

魅力ある学校づくりモデル研究 

多様な体験学習 

高校・大学・企業等とのマッチングの推進 

不
登
校
支
援
の
強
化 

相談・支援体制の充実と連携体制の
強化 

不登校支援グループによる相談受付・支援活

動の実施 

多様な学びの場や居場所の充実 

ほっとルームの充実 

オンライン支援事業の充実 

ほっとスクールの充実 

不登校特例校の充実 

生
涯
を
通
じ
た
学
習
の
充
実 

知と学びと文化の情報拠点としての
新たな図書館の創造 

読書機会の提供による読書習慣の継続 

非来館型図書館サービスの充実 

図書館機能の充実 

常に学ぶ区民意識の涵養と社会参加
の促進 

多様な学びと体験の提供 

学んだ成果を生かせる地域づくり 

文化財の保護・普及活動の推進 

文化財標識板の修正・更新 

デジタルミュージアムのコンテンツの充実 

文化財ボランティアの育成・支援 

健
康
・
福
祉 

健
康
づ
く
り
の
推
進 

主体的に取り組める健康づくりの推
進 

科学的根拠に基づくがん検診の推進と受診率

の向上 

誰もが身近で気軽に取り組める運動の促進 

健康につながる食環境づくり 

こころの健康づくり 

こころの不調や精神疾患についての普及啓発 

当事者・家族を中心に据えた相談支援 

自殺対策 

介護予防の総合的な推進 
介護予防普及啓発の推進 

介護予防・生活支援サービスの推進 
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分野 政策 施策 事業 

健
康
・
福
祉 

福
祉
に
つ
な
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

身近な福祉相談の充実と地域づくり 
福祉の相談窓口 

参加と協働による地域づくり 

地区でつながり続ける支援体制の構
築 

多機関協働事業 

アウトリーチを通じた継続的支援事業 

参加支援事業 

地
域
福
祉
の
推
進
と
基
盤
整
備 

安心して暮らせる居住環境の整備 

高齢・障害者等住宅確保要配慮者への入居支援 

ひとり親世帯の居住の安定 

支援や介護が必要な高齢者向けの環境の整備 

重度障害者向けグループホームの整備 

地域生活課題の解決に向けた取組み 

精神障害者支援施策の充実 

医寮的ケア児(者)の支援 

地域共生社会実現に向けた環境づくり 

ひきこもり支援の推進 

認知症に関する身近な相談支援の推進 

在宅医療・介護連携の推進 

在宅医療・ACP の普及啓発 

在宅医療・介護のネットワークの構築 

在宅医療・介護関係者間の情報の共有支援 

福祉人材の確保及び育成・定着支援 

福祉人材育成・研修センターにおける研修の

質の向上 

高齢分野における人材の確保及び育成・定着支援 

認知症の方の暮らしを支える地域づくり 

障害分野における人材の確保及び育成・定着支援 

障害者の地域生活支援機能強化のための専門

的人材の確保・養成 

災
害
・
危
機
管
理 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

地域防災力の向上 

防災塾の実施 

女性防災リーダーの育成 

在宅避難の推進 

マイ・タイムライン作成を通じた意識啓発 

個別避難計画作成を通じた意識啓発 

犯罪抑止の取組み 
防犯カメラ設置・維持管理への支援 

高齢者等に対する特殊詐欺被害防止対策 

健康危機管理体制の強化 

関係機関との連携・協力体制の確保 

新型インフルエンザ等新興・再興感染症への

対応力向上 

医療救護本部体制の確保 

医療救護活動の推進 
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分野 政策 施策 事業 

災
害
・
危
機
管
理 

災
害
に
強
い
街
づ
く
り 

震災に強い街づくり 

木造住宅密集地域の解消 

建築物耐震診断・補強工事 

無電柱化整備 

都市の事前復興 事前復興街づくりの推進 

水害を抑制する街づくり 
グリーンインフラの考え方も活かした豪雨対策の推

進 

日常の安全・安心な街づくり 
空家等の管理・利活用 

狭あい道路拡幅整備の促進 

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
み
ど
り 

脱
炭
素
化
の
推
進 

区民・事業者の脱炭素行動の支援 

環境配慮型住宅推進事業 

電気自動車の公共用充電器の設置 

省エネ・再エネポイントアクション事業 

せたがや版 RE100 の普及促進 

公共施設や区事業活動における脱炭
素の実施 

公用車の EV 化 

公共建築物の ZEB 化 

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い 

生
活
環
境
の
構
築 

地域環境美化活動の推進 
区内一斉清掃活動「せたがやクリーンアップ

作戦」の実施 

たばこルールの推進 たばこマナー向上の取組み 

ごみ減量と資源循環型社会の形成 

廃棄物削減に向けたリデュース（発生抑制）の推

進 

食品廃棄物（生ごみ）削減の推進（食品ロスの削

減） 

事業者主体の３R 活動の促進 

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
・
創
出 

世田谷らしいみどりの保全・創出 

緑地保全制度等によるみどりの保全 

緑化助成制度によるみどりの創出 

維持管理の質の向上による崖線樹林地（国分

寺崖線内の区有地）の保全・育成 

生物多様性の保全 
生物多様性に配慮した公園緑地の整備・管理 

世田谷生きもの会議の充実 

協働によるみどり豊かなまちづくり
の推進 

みどり・生物多様性の普及啓発 

農に触れ合う機会の充実 

経
済
・
産
業 

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現 

多様な地域産業の持続可能性確保に
向けた基盤強化 

地域産業のさらなる活性化に向けた施策の推進 

地域経済循環の推進 

安定的雇用の促進 

地域産業の経営戦略の基盤となる人材採用 

起業の促進と多様な働き方の実現 

新たな価値を創出する事業者・人材の育成、

区内産業のイノベーションの創出 

区民の起業・創業の促進 

多様な働き方の環境整備 
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分野 政策 施策 事業 

経
済
・
産
業 

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現 

地域や社会の課題の解決に向けたソ
ーシャルビジネスの推進 

産業交流による新たな産業の創出 

産業視点からの福祉事業の課題解決 

農福連携の推進 

地域経済の持続可能性を考慮した事
業活動及びエシカル消費の推進 

まちなか観光の推進 

区民に対する都市農業への理解促進 

持続可能な消費者行動の推進 

脱炭素など環境分野における産業の育成促進 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

文
化
・
芸
術
の
振
興 

誰もが文化・芸術を身近に感じ楽し
める環境の整備 

区の美術品等の活用による鑑賞機会の拡大 

美術館・文学館におけるライブラリーの運営 

区民利用・交流拠点全体を活用した音楽イベ

ント等による文化・芸術に触れる機会の提供 

地域活動団体の支援と交流の促進に
よる文化・芸術活動の活性化 

世田谷区民会館等における文化・芸術を通じ

た交流事業の実施 

身近なアーティストの活動に触れる機会の創出 

地域で活動する文化・芸術団体の活動支援 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

スポーツを通じた生きがい・健康づ
くり 

ランニングやジョギング・ウォーキングを行

う人が達成感を得られるような環境整備 

公共施設等へのボッチャコートの設置 

まちなかでのスポーツイベントの実施 

気軽にできるスポーツの普及 

スポーツを通じた共生社会の実現 
ユニバーサルスポーツの推進 

スポーツを通じた交流の場の創出 

スポーツを通じた活力あるまちづく
り 

スポーツチームと連携した情報発信や賑わい

の創出 

ランニングやジョギング、ウォーキングによ

る名所めぐりやまち歩きによる地域の活性化 

地域コミュニティ活動への派遣・協力 

都
市
整
備 

魅
力
あ
る
街
づ
く
り 

地区特性に応じた街づくりの推進 地区街づくりの推進 

魅力あるにぎわいの拠点づくり 

三軒茶屋駅周辺まちづくりの推進 

下北沢駅周辺まちづくりの推進 

二子玉川駅周辺まちづくりの推進 

京王線沿線まちづくりの推進 

歩いて楽しめる魅力づくり 

座れる場づくりの推進 

風景づくりの推進 

公園の魅力向上 
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３．基本計画における実施計画の章立て 

 基本計画の中の「第４章 政策」と「第 5 章 計画実行の指針」の間に新たに章

を設け、実施計画の章立てとします。 

  

分野 政策 施策 事業 

都
市
整
備 

交
通
環

境
の
整
備 

地域公共交通の活性化 
地域公共交通の活性化 

公共交通不便地域対策の推進 

自転車利用環境の整備 自転車走行環境整備の推進 

都
市
基
盤
の

整
備
・
更
新 

道路ネットワークの計画的な整備 
都市計画道路・主要生活道路の新設・拡幅整備 

地先道路の新設・拡幅整備 

公園・緑地の計画的な整備 新たな都市計画公園・緑地の整備 

人
権
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

多
様
性
の
尊
重 

人権への理解促進 
人権啓発イベントの開催 

性的マイノリティ等多様な性への理解促進と

支援 

男女共同参画の推進 
ワーク・ライフ・バランスの推進 

あらゆる分野における女性活躍の推進 

ＤＶ防止の取組み 
デート DV 防止出前講座の実施 

DV 防止研修等の充実 

多文化共生の推進 
国際交流イベントの実施 

在住外国人への相談体制の強化 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

促
進 

地域への参加促進と地域活動の活性
化 

区民利用・交流拠点施設の設置・運営 

町会・自治会の参加促進、活性化支援 

ＮＰＯ等市民活動団体の活性化支援 

区民や活動団体の連携・協働促進 
地区情報連絡会の発展 

地区での情報共有と地域参加のためのプラッ

トフォームづくり 
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４．実施計画 

 

子ども・若者 

 

政策 施策 事業 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
の
び
や
か
に
育
つ 

環
境
づ
く
り 

子どもの権利とその最善の利益を保障す
る環境づくり 

子どもの権利学習の実施 

子どもの参加・意見表明の機会の充実 

思春期世代に向けたリプロダクティブ・ヘル

ス／ライツ周知啓発の実施 

子どもの成長を支える環境の充実 

児童館の整備・充実 

放課後児童クラブの整備・充実 

子どもを支えるネットワークづくりのための

児童館地域懇談会の実施 

外遊び事業の充実 

質の高い乳幼児教育・保育の充実 
乳幼児教育・保育の質向上に向けた研修等の充実 

地域資源を活用した教育・保育施設における質

の向上 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備 

子育て家庭の支援の推進 

おでかけひろばの充実 

一時預かり事業の充実 

認可保育施設での育児相談や在宅子育て支援

の充実 

子育て支援における地域資源開発の推進 

両親学級の充実 

産後ケア事業の充実 

支援が必要な子ども・子育て家庭のサポ
ート 

生活困窮世帯等の子どもと家庭を支える学

習・生活支援事業「まいぷれいす」の実施 

ひとり親家庭等への休日相談支援事業の充実 

発達支援親子グループ事業の拡充 

里親等委託の推進 

子どもの見守り及び支援に係る児童館職員の

スキルの向上 

ヤングケアラーへの支援の推進 

若
者
が
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く

り 

若者が力を発揮できる環境の充実  

中学生及び高校生世代の主体的な参加の促進 

青少年交流センターのプログラムの充実 

生きづらさを抱える若者への支援  

若者の相談・支援の充実 

児童養護施設退所者等相談支援事業の実施 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

子ども一人ひとりがのびやかに育つ環境づくり 

施策 1-1 子どもの権利とその最善の利益を保障する環境づくり 

関連政策等 重点政策：１、４ 分野別政策：１ 

所管部 子ども・若者部、世田谷保健所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
子どもの権利学習の

実施 

子どもが自分に与えられた権利について知り、安心して意見を言える環境で過ご

すため、学校や児童館でそれぞれの年齢や成長発達に応じた子どもの権利学習を

実施します。また、学校教員や区職員、子どもに関わる施設職員等を対象に子ど

もの権利全般について学習できる人材を育成します。 

２ 
子どもの参加・意見 

表明の機会の充実 

子どもに関連する施策の策定や実施、評価するにあたり、子ども等の意見を反映

する仕組みづくりや、フィードバックの場の検討を進めるとともに、地域や社会

の課題について、子どもたちが主体的に参加・参画できる取組みを区役所全体で

実施手法や事例等を共有しながら、様々な機会で充実します。 

３ 

思春期世代に向けた

リプロダクティブ・

ヘルス／ライツ周知

啓発の実施 

思春期世代が自分のからだや性への悩みを抱え込むことなく、性と生殖に関する

健康や権利について正しい知識を持ち、自身の生涯にわたる心身の健康を意識で

きるよう、人権や教育部門と連携して、思春期世代に向けたリプロダクティブ・

ヘルス／ライツにかかる周知啓発について取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

子どもの権利学習

講 座 （ 子 ど も 向

け）の実施回数 

      

１ 

子どもの権利学習

講座（教員向け）

の実施回数 

      

２ 

子どもの参加・意

見表明の機会の実

施箇所数（累計） 

      

３ 

思春期世代に向け

たリプロダクティ

ブ・ヘルス／ライ

ツの講演会等の回

数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

子どもの権利につ

いて理解できたと

回答した子どもの

人数 
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１ 

子どもの権利につ

いて理解し、活用

できると回答した

教員の人数 

 

    

 

２ 

子どもの参加・意

見表明の機会への

参加者数 

      

３ 

こころとからだ、

性の健康について

正しい知識を習得

できたと回答した

人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

子ども一人ひとりがのびやかに育つ環境づくり 

施策 1-2 子どもの成長を支える環境の充実 

関連政策等 重点政策：１ 分野別政策：１ 

所管部 子ども・若者部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 児童館の整備・充実 
地区において子どもに係る身近な相談や見守りの中核の役割を担うため、区立児

童館を未整備地区に順次開設します。 

2 
放課後児童クラブの

整備・充実 

新ＢＯＰ学童クラブ登録児童数が増加する中で、登録児童数が 200 名以上となる

ような大規模校も増加しており、こうした大規模化等の課題解消に向け、学校外

に民設民営の放課後児童クラブを誘導し、子ども及び保護者が様々な放課後の過

ごし方を選択できる環境の充実を図ります。 

3 

子どもを支えるネッ

トワークづくりのた

めの児童館地域懇談

会の実施 

身近な地区の団体や人々が有機的につながり、日常的に子どもを見守り支えるネ

ットワークをさらに推進していくため、児童館において地域との連絡調整を図る

ための懇談会を実施します。 

4 外遊び事業の充実 
地域の活動団体等と連携して、外遊びの普及啓発やさらなる事業の推進を図りな

がら、外遊び事業の充実を図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
児 童 館 の 箇 所 数

（累計） 
      

2 

民設民営の放課後

児童クラブの整備

箇所数（累計） 

      

3 
児童館地域懇談会

の実施回数 
      

4 
外遊びの事業実施

回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 児童館の利用者数       

2 

大規模校（登録者

200 名以上）の新

ＢＯＰ学童クラブ

の箇所数 

      

3 

児童館事業に協力

した経験を持つ大

人の人数 
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4 

自然体験あそび場

事業に参加した子

どもの人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

子ども一人ひとりがのびやかに育つ環境づくり 

施策 1-3 質の高い乳幼児教育・保育の充実 

関連政策等 重点政策：１ 分野別政策：１ 

所管部 子ども・若者部、教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

乳幼児教育・保育の

質向上に向けた研修

等の充実 

区内教育・保育施設のさらなる質の向上に取り組みます。コーディネーターの園

訪問による保育の振り返りや助言等により、保育の評価につなげます。乳幼児教

育支援センターを中心に、施設種別によらず研修を充実させます。 

2 

地域資源を活用した

教育・保育施設にお

ける質の向上 

学生ボランティアや地域のボランティア等の地域資源と協力した取組みを推進し

ます。地域に開かれた園運営により質向上に向けた取組みを充実し、区内教育・

保育施設全体の質の底上げを図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

乳幼児教育・保育

の質向上へのコー

ディネーター派遣

事業の実施施設数 

      

2 

地域や学生ボラン

ティア等と連携し

た教育・保育施設

数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

事業実施後のアン

ケートに「効果が

ある」と回答した

施設の割合 

      

2 

地域や学生ボラン

ティア等と協働し

た取組みの実施回

数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

安心して子育てできる環境の整備 

施策 2-1 子育て家庭の支援の推進 

関連政策等 重点政策：１ 分野別政策：２ 

所管部 子ども・若者部、世田谷保健所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
おでかけひろばの充

実 

子育てをしている保護者が身近な場所で子育て等に関する相談ができるように子

どもやベビーカーで歩いて 15 分で行ける距離におでかけひろばを整備します。 

2 
一時預かり事業の充

実 

保育所等を利用していない在宅子育て家庭を含めた地域すべての子育て家庭が、

就労等の理由に限らず保育所等での一時預かりを活用できるよう、一時預かりの

充実を図ります。 

3 

認可保育施設での育

児相談や在宅子育て

支援事業の充実 

保育所等を利用していない在宅子育て家庭を含めた地域すべての子育て家庭が、

安心して子育てができるよう、保育所等の専門職が専門性を生かした子育ての助

言等を行い、気軽に保育所等を利用できる取組みを進めます。 

4 
子育て支援における

地域資源開発の推進 

身近な地区の子育て支援を一層推進するため、児童館と地域子育て支援コーディ

ネーター、社会福祉協議会地区担当者による子育て関係団体ネットワーク会議を

各児童館において実施し、子育て支援に必要な地域資源の開発や活動団体間の連

携に向けたコーディネート等に取り組んでいきます。 

5 両親学級の充実 

より身近な児童館においても事業を実施するとともに、講座内では、妊娠と出産

の経過及び育児に関する講義、育児体験、家族同士の交流に加えて、妊婦及びパ

ートナーが地域で安心して過ごせるよう、地域に密着した子育て支援に関する情

報提供を行うなど、地域資源へのつなぎを強化します。 

6 産後ケア事業の充実 

支援が必要な母子を心身の状態に応じた保健指導、育児に関する指導をはじめと

した産後ケア事業へ確実につなげていけるよう、事業の拡充を進め、適切な支援

を提供します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
おでかけひろばの運

営箇所数（累計） 
      

2 

保育施設における

一時預かり実施施

設数（累計） 

      

3 
育児相談等の実施

施設数（累計） 
      

4 

子育て関係団体ネ

ットワーク会議の

実施回数 

      

5 
両親学級の実施回

数 
      

6 
産後ケア事業の定

員数 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
おでかけひろばの

相談件数 
      

2 
一時預かりの年間

利用者数 
      

3 

育児相談や在宅子

育て支援事業の年

間利用者数 

      

4 

児童館と連携して

いる子育て関係団

体の数（累計） 

      

5 
両親学級の参加者

数 
      

6 
産後ケア事業の利

用者数 
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■施策に連なる事業 

安心して子育てできる環境の整備 

施策 2-2 支援が必要な子ども・子育て家庭のサポート 

関連政策等 重点政策：１、４ 分野別政策：２ 

所管部 子ども・若者部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

生活困窮世帯等の子

どもと家庭を支える

学習・生活支援事業

「まいぷれいす」の

実施 

複合的な課題を抱えている子ども一人ひとりに丁寧に時間をかけて寄り添い、学

習・生活習慣の定着等のための支援を実施します。 

2 

ひとり親家庭等への

休日相談支援事業の

充実 

ひとり親家庭等を対象に、休日を利用した養育費相談会、離婚前後の親支援講

座、ひとり親休日相談を実施します。 

3 
発達支援親子グルー

プ事業の拡充 

相談等につながりにくい親子が、心理士や保育士と一緒に遊ぶことを通じて、支

援機関等とつながるきっかけが得られる「わくわくタイム」や「心理士相談

DAY」を身近な児童福祉施設や子育て支援施設等で実施します。保護者が子ども

との接し方や支援機関へつながることの必要性を理解することで、主体的に親子

グループやその他の支援機関へつながれるように取り組みます。 

4 里親等委託の推進 

代替養育を必要とする子どもが家庭と同様の環境で養育されるように、効果的な

普及啓発やリクルートにより里親登録数を増やし、地域で暮らす里親子の支援を

充実させ、家庭養育を優先した養育委託の推進に取り組みます。 

5 

子どもの見守り及び

支援に係る児童館職

員のスキルの向上 

子どもや子育て家庭が身近な地区で安心して生活できるよう、児童館職員の人材

育成や支援力向上に向けた取組みを推進し、多様な地域資源と連携しながら、相

談支援や見守りのネットワークの強化を図ります。 

6 
ヤングケアラーへの

支援の推進 

課題が潜在化しやすいヤングケアラーに対し、教育・高齢・障害・生活福祉・医

療・地域の支援団体等が連携しながら、ヤングケアラーとその家族に寄り添い、

早期に必要な支援につながる環境づくりを推進します。 
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■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

「まいぷれいす」

の実施箇所数（累

計） 

      

2 

ひとり親家庭等へ

の休日相談支援の

実施回数 

      

3 

わくわく親子タイ

ム・心理士相談の

地域施設での実施

回数 

      

4 
里親制度説明会の

実施回数 
      

5 

人材育成や支援力

向上を目的とした

研修を受講した児

童館職員数 

      

6 

ヤングケアラー支

援に関する研修等

の実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
「まいぷれいす」

の利用者数 
      

2 

ひとり親家庭等へ

の休日相談支援の

利用者数 

      

3 

わくわく親子タイ

ム・心理士相談の

利用者数 

      

4 
登 録 里 親 数 （ 累

計） 
      

5 
児童館への相談件

数 
      

6 

ヤングケアラー支

援に関する研修等

のアンケートで理

解が深まったと回

答した人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

若者が力を発揮できる環境づくり 

施策 3-1 若者が力を発揮できる環境の充実 

関連政策等 重点政策：１ 分野別政策：３ 

所管部 子ども・若者部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

中学生及び高校生世

代の主体的な参加の

促進    

ティーンエイジカーニバルをはじめ若者自らの主体的な活動を通して自立と成長

を促すとともに、世代を超えた出会いや交流の機会を積極的に創出し、若者の社

会への参加・参画、協働の意識を醸成します。 

2 
青少年交流センター

のプログラムの充実 

青少年交流センターを利用する若者が、主体的にプログラム活動に参加できる体

制を整備することで、参加した若者の達成感や自己肯定感を高め、自らの意思で

地域で活動する機運を醸成します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
ティーンズプロジ

ェクトの実施回数 
      

2 

青少年交流センタ

ーにおける若者が

主体的に参加・参

画するプログラム

数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

児童館利用者のう

ち、主体的な活動

に取り組んだ経験

のある若者の人数 

      

2 

青少年交流センタ

ーのプログラムに

若者が参加した人

数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

若者が力を発揮できる環境づくり 

施策 3-2 生きづらさを抱える若者への支援 

関連政策等 重点政策：１、４ 分野別政策：３ 

所管部 子ども・若者部、保健福祉政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
若者の相談・支援の

充実 

若者総合相談センター「メルクマールせたがや」において、専門職による個別相

談や居場所プログラム、家族支援や多機関連携等の複合的な支援により、学校生

活になじめない等の生きづらさ・困難を抱えた若者が自分らしく生きるサポート

をしていきます。 

2 

児童養護施設退所者

等相談支援事業の実

施 

児童養護施設退所者等が社会的自立に向けて安定した生活を送ることができるよ

う、児童養護施設退所者等相談支援事業（せたエール）において、気軽に利用で

きる居場所事業の実施により、支援ニーズを把握し個別相談につなげます。居場

所に呼び込むための働きかけとして、関係機関への訪問や連絡会議等に参加する

などの連携を行い、対象者の掘り起こしを行います。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
セミナーや説明会

等による周知回数 
      

2 
関係機関との連携

の回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

メルクマールせた

がやにおける、若

者を対象とする相

談件数 

      

2 

せたエールにおけ

る、居場所から相

談支援へつないだ

件数 
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教 育 

 

  

政策 施策 事業 

新
た
な
学
校
教
育
の
推
進 

キャリア・未来デザイン教育の推進 
キャリア教育 

せたがや探究的な学び 

教育ＤＸの更なる推進 

ICT を活用した教員の働き方改革の推

進 

ICT を活用した学びの推進 

児童・生徒の情報活用能力の育成 

多様な個性が生かされる教育の推進 
インクルーシブ教育の推進 

特別支援教育の充実 

多様性や個性を認め伸ばす学びの場づくり 

魅力ある学校づくりモデル研究 

多様な体験学習 

高校・大学・企業等とのマッチングの

推進 

不
登
校
支
援
の
強
化 

相談・支援体制の充実と連携体制の強化 
不登校支援グループによる相談受付・

支援活動の実施 

多様な学びの場や居場所の充実 

ほっとルームの充実 

オンライン支援事業の充実 

ほっとスクールの充実 

不登校特例校の充実 

生
涯
を
通
じ
た
学
習
の
充
実 

知と学びと文化の情報拠点としての新たな図書
館の創造 

読書機会の提供による読書習慣の継続 

非来館型図書館サービスの充実 

図書館機能の充実 

常に学ぶ区民意識の涵養と社会参加の促進 
多様な学びと体験の提供 

学んだ成果を生かせる地域づくり 

文化財の保護・普及活動の推進 

デジタルミュージアムのコンテンツの

充実 

文化財ボランティアの育成・支援 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

新たな学校教育の推進 

施策 4-1 キャリア・未来デザイン教育の推進 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：４ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 キャリア教育 

子どもたちが自らの学習状況や学校行事、地域での活動等によるキャリア形成を

見通した振り返りを通じて、自身の変容や成長を自己評価できるようにするとと

もに、教師が子どもたちと対話的に関わり、個性を伸ばす指導へとつなげ、自ら

が課題に向き合い判断して行動できる人材の育成に取り組みます。 

2 
せたがや探究的な学

び 

子どもたちが自ら問いを見出し、自分の考えを他者に工夫して伝え、課題解決の

方法を考え、友達と協働しながら自分の考えをさらに深め、学びを振り返ること

で新たな課題を見つけていく「探究のプロセス」と、幼児期と小・中学校との連

続性を発展的に捉え、子どもたちが多様な体験を積む中で、他者や社会とつなが

り学びを広げ深める「共感・協働」をキーワードとした授業改善に取り組みま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
キャリア・パスポ

ートの実施 
   

   

1 
職場体験活動の実

施 
      

2 

探究のプロセスを

取り入れた授業の

実施 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

将来の夢や目標を

持っている児童・

生徒の割合 

     

 

2 

自分の考えがうま

く伝わるよう話の

組立てなどを工夫

して発表できる児

童・生徒の割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

新たな学校教育の推進 

施策 4-2 教育ＤＸの更なる推進 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：４ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

１ 

ＩＣＴを活用した教

員の働き方改革の推

進 

児童・生徒の成績情報や出欠情報、所見データ等のダッシュボード化による一元

管理や校内ネットワークの統合により、ＩＣＴを活用した教員の業務負担軽減を

推進し、子どもたちと向き合う時間の拡充を図ります。 

２ 
ＩＣＴを活用した学

びの推進 

児童・生徒一人一台タブレット端末や各種学習用アプリをより一層活用し、自ら

学びを考え、主体的に判断・行動し、よりよく問題を解決する能力を身につけら

れるよう、ＩＣＴを活用した学びを推進します。 

３ 
児童・生徒の情報活

用能力の育成 

これからの時代を生きる子どもたちが様々な情報やＩＣＴサービス等を適切かつ

効果的に活用して課題解決を図れるよう、ＩＣＴリテラシー教育を推進していき

ます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

業務効率化に向け

たネットワークの

統合 

      

１ 

ダッシュボードで

参照できるデータ

数（累計） 

      

２ 

学習用タブレット

端末で利用可能な

アプリの配信数 

      

3 

ネットリテラシー

醸成講座の実施回

数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

子どもと向き合う

時間が増えたと感

じる教員の割合 

      

２ 

学校、自宅いずれか

でドリル学習アプリ

又は授業支援アプリ

を毎週使用した児

童・生徒の割合 
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３ 

講 座 受 講 者 の う

ち、ＩＣＴリテラ

シーへの理解が深

まった児童・生徒

の割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

新たな学校教育の推進 

施策 4-3 多様な個性が生かされる教育の推進 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：４ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
インクルーシブ教育

の推進 

将来の社会参加に向け、持てる力を発揮していけるよう、児童・生徒や保護者の

方々の声に耳を傾け、成長に目を注ぎ、学ぶ達成感や生きる力を育みながら、全

ての子どもが共に学び共に育つインクルーシブ教育の推進に取り組みます。 

2 特別支援教育の充実 

インクルーシブ教育の円滑な推進に向けて、誰一人取り残さないために、児童・

生徒一人ひとりに必要な教育的ニーズに対応した特別支援教育と一人ひとりの状

況に応じた合理的配慮の充実に取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
教職員研修の実施

回数 
      

2 

特別支援教育巡回

グループの年間の

訪問校数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

インクルーシブ教

育への理解が深ま

った人数 

      

2 

巡回グループによ

る支援・助言が児

童・生徒一人ひと

りの状態に応じた

支援に効果がある

と回答した学校の

割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果）  

新たな学校教育の推進 

施策 4-4 多様性や個性を認め伸ばす学びの場づくり 

関連政策等 重点政策：２、５ 分野別政策：４ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
魅力ある学校づくり

モデル研究 

区立小・中学校で研究校を指定し、外部有識者・教育委員会・学校関係者等によ

る調査研究会議を組織し調査研究を進め、研究校と地域の企業や大学等の連携に

より、まち全体を学びの場として捉える仕組みの構築を図ります。 

2 多様な体験学習 

教育総合センターで実施している「STEAM 教育講座」を推進するとともに、教育

総合センター以外の場においても多様な学習を体験できるように学校への講師を派

遣する出前学習等、体験機会の充実を図り、様々な体験を通じて、子どもたちの自

己肯定感を高めていく取組みを進めます。 

3 

高校・大学・企業等

とのマッチングの推

進 

教育委員会が主体となって区内外の高校・大学・企業等と連携し、双方の教育資

源の活用や人的交流を図りながら、子どもたちが自らの可能性に気付き、個性や

才能を伸ばしていける学習機会を提供します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

地域の企業や大学

等と研究校が連携

して実施した事業

の実施回数 

      

2 

出前講座等による

多様な体験学習の

実施回数 

      

3 

高校・大学・企業等

と連携して実施した

事業の実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

研究校のうち、地域

や社会をよくするた

めに何かしてみたい

と思っている児童・

生徒の割合 

      

2 

自分には、よいと

ころがあると思う

児童・生徒の割合 
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3 

将来の夢や目標を

持っている児童・

生徒の割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

不登校支援の強化 

施策 5-1 相談・支援体制の充実と連携体制の強化 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：５ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

不登校支援グループ

による相談受付・支

援活動の実施 

心理士やスクールソーシャルワーカーで構成する不登校支援グループを設置し、

困難事例への対応を支援するほか、不登校の原因分析や対応策の検討を行い、早

期に適切な支援に結びつけるとともに、学校等への支援体制の強化に取り組みま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

不登校児童・生徒

や保護者の支援件

数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

どこにもつながっ

ていない不登校児

童・生徒の割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

不登校支援の強化 

施策 5-2 多様な学びの場や居場所の充実 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：５ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 ほっとルームの充実 

学校に登校しているものの、様々な事情から教室に入れず、保健室や図書室、校長室など

の別室を居場所としている児童・生徒への支援として、学校生活サポーターを配置し、魅

力ある学校づくりを進めるとともに不登校の未然防止に向けた取組みを進めていきます。 

2 
オンライン支援事業

の充実 

不登校及び不登校傾向の児童・生徒を対象に、タブレット型情報端末等を利用し

たオンラインによる学習支援や子ども同士のコミュニケーションを図ることがで

きる居場所支援、複数参加による体験プログラムの提供、保護者も利用可能なマ

ンツーマンの個別相談支援を行います。 

3 
ほっとスクールの充

実 

心理的な理由等により不登校の状態にある児童・生徒が、「心の居場所」として

集団生活を通じて社会性や強調性を育み自立心を養い、学校生活への復帰や自分

らしい進路を選択できるよう環境づくりを進めます。 

4 不登校特例校の充実 

不登校特例校分教室において、不登校生徒の実態に合わせた特別な教育課程に基

づき、生徒一人ひとりの世田谷らしい学びを展開して、意欲や個性、能力を伸ば

し、社会の一員として自立できる力を育む取組みを進めていきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
ほっとルーム設置

学校数 
      

2 
オンライン支援事

業の受入可能人数 
      

3 
ほっとスクールの

箇所数 
      

4 不登校特例校の箇所数       

番号 項目 現況 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
ほっとルームの利

用人数 
      

2 
オンライン支援事

業の利用人数 
      

3 
ほっとスクールの

利用人数 
      

4 
不登校特例校の利

用人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

生涯を通じた学習の充実 

施策 6-1 知と学びと文化の情報拠点としての新たな図書館の創造 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：６ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
読書機会の提供によ

る読書習慣の継続 

乳幼児から小学生・中高生までのそれぞれの発達段階に応じた読書に興味・関心

を惹く講演会等を実施することにより、子どもたちに読書習慣が身につくよう取

り組みます。 

2 
非来館型図書館サー

ビスの充実 

新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、電子図書資料の充実やＩＣＴ技術を

活用し、図書館ホームページ上で完結できるサービスやオンラインでできるサー

ビスなど非来館サービスの充実に努めます。 

3 図書館機能の充実 

区民の知る自由を保障し、区立図書館としての公共性や専門性を維持するため、

人材確保や組織体制の整備等中央図書館のマネジメント機能の強化等により、資

料収集・提供やレファレンス機能の充実を図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
お話し会等の実施

数 
      

2 
電子図書の蔵書数

（累計） 
      

3 

図書館活用講座・

情報検索講座参加

者数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
児 童 書 の 貸 出 数

（冊） 
      

2 電子書籍閲覧数       

3 
レファレンス受付

件数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

生涯を通じた学習の充実 

施策 6-2 常に学ぶ区民意識の涵養と社会参加の促進 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：６ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
多様な学びと体験の

提供 

生涯を通じた学習において、子ども・若者の自然体験活動を通した学習の機会が

近年減少傾向にある中、青少年育成団体・企業・ＮＰＯ・学校等の連携により学

びの機会の充実を目指します。 

2 
学んだ成果を生かせ

る地域づくり 

区民が生涯を通じて主体的に学んだ成果を積極的に生かすことのできる地域づく

りを目指し、学校を基点に保護者や町会・自治会、商店会、地域団体等の連携を

促し、地域活動に繋がるよう支援していきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

１ 

青少年教育事業(い

かだ下り大会）の

実施 

      

２ 

連携・協働の事例

研究発表シンポジ

ウムの実施 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

１ 

青 少 年 教 育 事 業

（ い か だ 下 り 大

会）の参加者数 

      

２ 

連携・協働の事例

研究発表シンポジ

ウムの参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

生涯を通じた学習の充実 

施策 6-3 文化財の保護・普及活動の推進 

関連政策等 重点政策：２ 分野別政策：６ 

所管部 教育委員会事務局 

番号 項目 事業の目的と内容 

１ 

デジタルミュージア

ムのコンテンツの充

実 

デジタルミュージアムの運営により、世田谷の歴史・文化にインターネット上で

気軽に触れる機会を提供するとともに、魅力的なコンテンツの充実に取り組みま

す。 

２ 
文化財ボランティア

の育成・支援 

地域における文化財保護の担い手となる文化財ボランティアの育成・支援に取り

組むとともに、ボランティア活動を行う施設数の拡大に向けた検討を進めていき

ます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

デジタルミュージ

アム動画コンテン

ツ数（累計） 

      

2 
文化財ボランティ

アの育成講座数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
デジタルミュージ

アム閲覧回数 
      

2 
文化財ボランティ

ア登録者数 
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健康・福祉 

 

  

政策 施策 事業 

健
康
づ
く
り
の
推
進 

主体的に取り組める健康づくりの推進 

科学的根拠に基づくがん検診の推進と受診率の向上 

誰もが身近で気軽に取り組める運動の促進 

健康につながる食環境づくり 

こころの健康づくり 

こころの不調や精神疾患についての普及啓発 

当事者・家族を中心に据えた相談支援 

自殺対策 

介護予防の総合的な推進 
介護予防普及啓発の推進 

介護予防・生活支援サービスの推進 

福
祉
に
つ
な
が
る 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

身近な福祉相談の充実と地域づくり 
福祉の相談窓口 

参加と協働による地域づくり 

地区でつながり続ける支援体制の構築 

多機関協働事業 

アウトリーチを通じた継続的支援事業 

参加支援事業 

地
域
福
祉
の
推
進
と
基
盤
整
備 

安心して暮らせる居住環境の整備 

高齢・障害者等住宅確保要配慮者への入居支援 

ひとり親世帯の居住の安定 

支援や介護が必要な高齢者向けの環境の整備 

重度障害者向けグループホームの整備 

地域生活課題の解決に向けた取組み 

精神障害者支援施策の充実 

医寮的ケア児(者)の支援 

地域共生社会実現に向けた環境づくり 

ひきこもり支援の推進 

認知症に関する身近な相談支援の推進 

在宅医療・介護連携の推進 

在宅医療・ACP の普及啓発 

在宅医療・介護のネットワークの構築 

在宅医療・介護関係者間の情報の共有支援 

福祉人材の確保及び育成・定着支援 

福祉人材育成・研修センターにおける研修の

質の向上 

高齢分野における人材の確保及び育成・定着支援 

障害分野における人材の確保・定着 

認知症の方の暮らしを支える地域づくり 

障害者の地域生活支援機能強化のための専門

的人材の確保・養成 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

健康づくりの推進 

施策 7-1 主体的に取り組める健康づくりの推進 

関連政策等 重点政策：３ 分野別政策：７ 

所管部 世田谷保健所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

科学的根拠に基づく

がん検診の推進と受

診率の向上 

精度管理に基づいたがん検診について、特定健康診査（国民健康保険被保険者）

等との同時受診の実施や、受診勧奨対象者拡大等の受診勧奨強化に取り組みま

す。 

2 
誰もが身近で気軽に取

り組める運動の促進 

区民が身近な場所で楽しみながら身体活動量を向上できるよう、ウォーキング等

の気軽に取り組める運動について普及・啓発を行います。 

3 
健康につながる食環

境づくり 

区内スーパー・飲食店において、適塩等の一定の栄養基準を満たした商品やメニ

ュー等に、「せたミール」としてシールによる表示を行うなど、区民が食に関心

を持ち、自らの健康を意識するきっかけづくりにつなげます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

精密検査受診勧奨

も兼ねたがん検診

受診勧奨 

      

2 
ウォーキングマッ

プの配布数 
      

3 
連携事業者による

提供店舗数   
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
胃がん検診 

受診率 
      

1 
大腸がん検診 

受診率 
      

1 
肺がん検診 

受診率 
      

1 
子宮頸がん検診 

受診率 
      

1 
乳がん検診 

受診率 
      

2 

１日に 30 分以上歩

いている※区民の割

合 
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※30 分の歩行：20 歳以上の場合は約 3,000 歩・65 歳以上の場合は約 2,600 歩に相当すると言われている歩行時間 

 

  

3 

連携店舗によるせ

たミール商品の供

給数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

健康づくりの推進 

施策 7-2 こころの健康づくり 

関連政策等 分野別政策：７ 

所管部 世田谷保健所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

こころの不調や精神

疾患についての普及

啓発 

こころの不調や精神疾患に関する普及・啓発、情報発信事業等により、精神疾患

についての偏見や誤解のない地域づくりに取り組みます。 

2 
当事者・家族を中心

に据えた相談支援 

こころの不調や精神疾患を抱える本人や家族の支援に向けて、こころの健康にか

かる相談窓口の充実や地域のネットワークの構築、精神保健に携わる人材育成を

図ります。 

3 自殺対策 

区民の生きる力を高め、気づきの力を育み、声かけつなぐ、支えあいの地域を目

指す「世田谷区自殺対策基本方針」に基づき、自殺対策協議会の運営を通じ関係

機関との連携を推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

こころの健康に関

する講座の開催回

数 

      

2 

こころの健康に関

する相談事業実施

回数   

      

3 
ゲートキーパー講

座開催回数 
      

3 
自殺未遂者支援部

会実施回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

こころの健康に関

する講座の参加人

数 

      

2 
こころの健康に関

する相談件数 
      

3 
ゲートキーパー講

座参加人数 
      

3 
自殺未遂連携支援

件数 
      



        

36 

 

 

■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

健康づくりの推進 

施策 7-3 介護予防の総合的な推進 

関連政策等 重点政策：３、４ 分野別政策：７ 

所管部 高齢福祉部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
介護予防普及啓発の

推進 

加齢に伴う体力低下、低栄養、口腔機能低下などの介護予防に関する基礎的な知

識を区民に持ってもらい、高齢者自身によるセルフマネジメント力を向上させる

ことを目的に、介護予防普及啓発事業を実施します。 

2 
介護予防・生活支援

サービスの推進 

高齢者が身近な地域で介護予防に取り組める環境を実現することを目的に、支え

あいサービスや地域デイサービスなどの住民参加型・住民主体型サービスや介護

予防筋力アップ教室の充実に取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
介護予防普及啓発

講座実施回数 
      

2 

住民参加型・住民

主体型サービス充

実のための研修等

の実施 

      

2 
介護予防筋力アッ

プ教室の実施回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
介護予防普及啓発

講座参加者数    
      

2 

住民参加型・住民

主体型サービスの

参加者数 

      

2 
介護予防筋力アッ

プ教室の参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

福祉につながるネットワークの強化 

施策 8-1 身近な福祉相談の充実と地域づくり 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：８ 

所管部 保健福祉政策部、総合支所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 福祉の相談窓口 

区民が福祉に関する困りごとを抱えた際に、深刻化する前に速やかに支援につな

がることができるよう、地区のまちづくりセンターに「福祉の相談窓口」を設

け、本人の年齢や属性、内容に関わらず相談を受け止めます。 

2 
参加と協働による地

域づくり 

地区における四者連携を基盤に、日常の相談等から地区の課題を抽出・分析し、

資源開発につなげます。また、共助による見守りネットワークの充実を図り、福

祉のまちづくりにおける区民との協働を推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
福祉の相談窓口の

周知の取組み 
      

2 
参加と協働の地域

づくりの取組み 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

「 福 祉 の 相 談 窓

口」を知っている

区民の割合 

      

2 

身近な地域の活動

へ参加している区

民の割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

福祉につながるネットワークの強化 

施策 8-2 地区でつながり続ける支援体制の構築 

関連政策等 重点政策：３，４ 分野別政策：８ 

所管部 保健福祉政策部、総合支所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 多機関協働事業 

すべての複雑化・複合化した課題や制度の狭間の支援ニーズに対応し、つなぎ先

がないことで支援が滞ることがないよう、総合支所保健福祉センターを中心に、

多機関の協働により隙間ができないよう支援を実施します。 

2 
アウトリーチを通じ

た継続的支援事業 

困りごとや課題を抱えながらも、支援を必要としているが支援につながっていな

い、支援の必要性を感じていないなど、地域に潜在している支援ニーズを抱えた

区民を早期に発見し、関わり続けるため、地区におけるアウトリーチの体制を強

化し、地区の様々な団体や機関、地域住民が連携しやすい体制を整えます。 

3 参加支援事業 

社会参加の機会を掴めない方や、参加を希望してもつながらない方に伴走し、地

域で孤立することなく、自らが役割や居場所を見出し多様な接点を確保できるよ

う社会参加を支援します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

多機関協働事業や

地域共生社会につ

いての研修の実施 

      

2 

対象を限らない見

守り協定の締結に

向けて働きかけた

団体や機関の数 

      

3 
地域資源開発にお

ける団体訪問件数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

支援者が情報共有

や、役割分担、連

携による支援を適

切にできていると

回答した割合 

      

2 
対象を限らない見

守り協定の締結数 
      

3 

社会参加の支援に

つながる地域資源

数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

地域福祉の推進と基盤整備 

施策 9-1 安心して暮らせる居住環境の整備 

関連政策等 重点政策：１、４ 分野別政策：９ 

所管部 都市整備政策部、高齢福祉部、障害福祉部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

高齢・障害者等住宅

確保要配慮者への入

居支援 

民間賃貸住宅への円滑な入居を促進するための支援やサービス等の推進に取り組

みます。お部屋探しサポートでは、区と協定を結んだ不動産団体の協力で、民間

賃貸住宅の空き室情報を提供しています。 

2 
ひとり親世帯の居住

の安定 

１８歳未満の子どもを養育する低額所得のひとり親世帯に対する家賃低廉化補助

対象住宅を増やす取組みなど、民間賃貸住宅への入居支援を推進します。 

3 

支援や介護が必要な

高齢者向けの環境の

整備 

生活の基盤である「住まい」と「介護」が一体的に提供される認知症高齢者グル

ープホームや、「住まい」と「生活支援」が一体的に提供される都市型軽費老人

ホームの整備を進めます。 

4 
重度障害者向けグル

ープホームの整備 

障害者支援施設梅ヶ丘等の入所施設からの地域移行先や住み慣れた地域で自分ら

しい生活を継続できる住まいとして、重度障害者向けグループホームの整備を進

めます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
お部屋探しサポー

トの利用相談者数 
      

2 
補助対象住宅の新

規登録件数 
      

3 

認知症高齢者グル

ープホームの新規

整備数 

都市型軽費老人ホ

ームの新規整備数 

      

4 

重度障害者向けグ

ループホームの新

規施設整備数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

お部屋探しサポー

トによる物件情報

提供を受けた利用

者数 

      

2 
補助対象住宅への

入居件数（累計） 
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3 

認知症高齢者グル

ープホームの定員

数（累計） 

都市型軽費老人ホ

ームの定員数（累

計） 

      

4 

重度障害者向けグ

ループホームの定

員数（累計） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

地域福祉の推進と基盤整備 

施策 9-2 地域生活課題の解決に向けた取組み 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：９ 

所管部 保健福祉政策部、高齢福祉部、障害福祉部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
精神障害者支援施策

の充実 

国の示す「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」の考え方に基づ

き、精神科病院における長期入院者への訪問支援や、精神障害を有する方等の地

域生活支援等の充実に取り組みます。 

2 
医寮的ケア児(者)の

支援 

医療的ケア児（者）との家族に対する支援事業の実施や施設整備、医療的ケア支

援に携わる人材の育成などにより、医療的ケア児（者）の日常生活及び社会生活

の向上に取り組みます。 

3 
地域共生社会実現に

向けた環境づくり 

区民の生活の場であり、多様な区民の接点の場でもある商店街を中心に、障害者

が外出しやすい環境を整えることにより、障害に対する理解を促進するととも

に、商店や事業所での障害者を受け入れる環境の向上を図ります。 

4 
ひきこもり支援の推

進 

令和３年３月に策定した「世田谷区ひきこもり支援に係る基本方針」に基づき、

令和４年４月に開設した世田谷ひきこもり相談窓口「リンク」を中心に、関係機

関と連携しながら、ひきこもり等社会との接点が希薄な方や社会との接点が持ち

づらい状況にある方とその家族を支援し、当事者・家族が自分らしく暮らすこと

ができるよう、ニーズに寄り添ったきめ細やかな支援に取り組みます。 

5 
認知症に関する身近

な相談支援の推進 

2025 年には 65 歳以上の高齢者の 5 人に 1 人が認知症になると見込まれていま

す。認知症になってからも、自分らしく安心して暮らしていくために、区民に身

近なあんしんすこやかセンターにおいて、誰でも気軽に相談できるよう周知を図

り、相談者に寄り添う相談支援に取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

長期入院者への訪

問支援事業におけ

る連携精神科病院

数（累計） 

      

2 

医療的ケア支援に

携わる人材育成研

修の参加者数 

      

3 

地域共生社会促進

助成事業を周知す

る商店街数 

      

4 

ひきこもりに係る

重層的支援会議、

支援会議の開催回

数 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

5 

認知症の相談窓口

等を周知する講演

会の実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

精神科病院におけ

る長期入院者に対

する支援数 

      

2 

医療的ケア支援を

行う事業所数（累

計） 

      

3 

地域共生社会促進

助成事業による物

品助成件数 

      

4 

相談窓口利用者の

うち、支援に満足

をしている方の割

合 

      

5 

あんしんすこやか

センターの認知症

に関する相談件数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

地域福祉の推進と基盤整備 

施策 9-3 在宅医療・介護連携の推進 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：９ 

所管部 保健福祉政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
在宅医療・ACP の普

及啓発 

本人や家族等が希望する在宅療養や看取りを実現するために、在宅医療や ACP

（アドバンス・ケア・プランニング：人生会議）について、更なる普及啓発に取

り組みます。 

2 
在宅医療・介護のネ

ットワークの構築 

住み慣れた自宅や地域で暮らし続けながら本人や家族が希望する医療・介護サー

ビスが一体的に提供されるよう、医療・介護に係る関係者間の連携体制の構築を

進めていきます。 

3 

在宅医療・介護関係

者間の情報の共有支

援 

在宅医療・介護関係者間の連携をより深めるために、医師会の ICT を用いた多職

種ネットワーク構築事業など既存のツールによる情報共有を引き続き支援すると

ともに、在宅療養資源マップのオンライン化などにより、在宅医療・介護関係者

間の情報共有の支援の充実を図っていきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

在宅医療・ACP の

普及啓発に向けた

区民向け講演会・

シンポジウム及び

ミニ講座の実施回

数 

      

2 
在宅療養相談窓口

数（累計） 
      

3 
在宅療養資源マッ

プの Web 運用 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

在宅医療・ACP の

普及啓発に向けた

区民向け講演会・

シンポジウム及び

ミニ講座の受講者

数 

      

2 在宅療養相談件数       

3 

在宅療養資源マッ

プ（Web サイト）

のアクセス数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

地域福祉の推進と基盤整備 

施策 9-4 福祉人材の確保及び育成・定着支援 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：９ 

所管部 保健福祉政策部、高齢福祉部、障害福祉部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

福祉人材育成・研修

センターにおける研

修の質の向上 

高齢・障害分野を含む福祉人材の確保及び育成・定着支援について、世田谷区保

健医療福祉総合プラザ内の、福祉人材育成・研修センターを活用した研修等事業

を実施するため、運営委員会等を通じて質の向上を図ります。 

2 

高齢分野における人

材の確保及び育成・

定着支援 

第９期高齢・介護計画において、さらなる介護の魅力発信、多様な人材の確保・

育成や働きやすい環境の構築に向けた支援の３点をかかげ施策を福祉人材育成・

研修センターも活用し展開します。また、介護福祉士の資格取得費用の助成に取

り組むなど、福祉人材の確保策に取り組みます。 

３ 
認知症の方の暮らし

を支える地域づくり 

認知症の本人とともに、より良い暮らしと地域をつくるパートナーを増やしてい

くため、区民・地域団体・事業者等とともに協働するアクションに取り組んでい

きます。 

4 

障害分野における人

材の確保及び育成・

定着支援 

せたがやインクルージョンプランにおいて、障害児者の自立を支援するスキル習

得等の支援、新たな人材確保に向けた障害理解の促進や施設や事業所の職員等の

心身の健康を守るの３点の取組みをかかげ施策を福祉人材育成・研修センターも

活用し展開します。 

5 

障害者の地域生活支

援機能強化のための

専門的人材の確保・

養成 

地域生活支援拠点等整備事業の「専門的人材の確保・養成」機能として、障害福

祉サービス事業者や相談支援事業者の職員を主な対象に、せたがやインクルージ

ョンプランの行動コンセプトである「選択を支える」支援等について学ぶ研修を

実施します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

福祉人材育成・研

修センター運営委

員会の実施 

      

1 研究活動の実施       

2 
高齢分野における

研修事業の実施 
      

2 
介護福祉士実務者

研修受講料助成 
      

３ 

アクション講座(世

田谷版認知症サポ

ーター養成講座)受

講者数（累計） 

      

4 
障害分野における

研修事業の実施 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

5 

地域生活支援機能

強化のための専門

的人材の確保・養

成に向けた研修の

実施 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

福祉人材育成・研

修センター全体の

利用者数 

      

2 

高齢分野における

研修事業の受講者

数 

      

2 
介護福祉士資格取

得助成の受給者数 
      

３ 

認知症の本人が参

画したアクション

チームの結成地区

数 

      

4 

障害分野における

研修事業の受講者

数 

      

5 

地域生活支援機能

強化のための専門

的人材の確保・養

成に向けた研修の

受講者数 
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災害・危機管理 

 

  

政策 施策 事業 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

地域防災力の向上 

防災塾の実施 

女性防災リーダーの育成 

在宅避難の推進 

マイ・タイムライン作成を通じた意識啓発 

個別避難計画作成を通じた意識啓発 

犯罪抑止の取組み 
防犯カメラ設置・維持管理への支援 

高齢者等に対する特殊詐欺被害防止対策 

健康危機管理体制の強化 

関係機関との連携・協力体制の確保 

新型インフルエンザ等新興・再興感染症への

対応力向上 

医療救護本部体制の確保 

医療救護活動の推進 

災
害
に
強
い
街
づ
く
り 

震災に強い街づくり 

木造住宅密集地域の解消 

建築物耐震診断・補強工事 

無電柱化整備 

都市の事前復興 事前復興街づくりの推進 

水害を抑制する街づくり 
グリーンインフラの考え方も活かした豪雨対

策の推進 

日常の安全・安心な街づくり 
空家等の管理・利活用 

狭あい道路拡幅整備の促進 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

  

安全・安心のまちづくり 

施策 10-1 地域防災力の向上 

関連政策等 重点政策：３，４，６ 分野別政策：10 

所管部 危機管理部、総合支所、保健福祉政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 防災塾の実施 

地区防災力の向上を図るため、各地区において「防災塾」を実施します。地区防

災計画の検証・ブラッシュアップを図ることを目的として実施し、地区防災計画

の実効性と認知度の向上を目指します。 

2 
女性防災リーダーの

育成 

多様性を認め合う視点を防災の取組みに反映させるため、区の養成講座の実施に

より、女性防災リーダーを育成します。あわせて、地域に向けて多様性を認め合

う視点を啓発するため、女性防災リーダーを講師とした区の研修を実施します。   

3 在宅避難の推進 

指定避難所の過密状況を避け、適切な避難所運営を可能とするため、在宅避難の  

ために必要な知識や発災時にとるべき行動の周知・啓発を実施し、在宅避難を推

進します。 

4 

マイ・タイムライン

作成を通じた意識啓

発 

風水害に備え、マイ・タイムライン作成の講習会を実施し、地域の災害リスクや

自らの家族構成、生活環境等に合わせた避難行動をあらかじめ認識してもらうこ

とで、風水害時の自助、共助の意識を啓発します。 

５ 
個別避難計画作成を

通じた意識啓発 

災害時における要配慮者のうち、避難行動要支援者数は転出・転入、出生・死

亡、要介護認定や障害認定の変更などにより、毎年 20％前後変動しています。そ

のため、新たに避難行動の支援が必要となった方に対し個別避難計画の作成の案

内を送付するとともに、前年度までの未回答者に対しても送付し、作成に本人同

意を必要とする個別避難計画を通して災害対策への意識を継続的に啓発します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 防災塾の実施回数       

2 

女性防災コーディ

ネーター養成講座

の修了人数 

      

3 
在宅避難の啓発物  

発行回数 
      

3 
在宅避難の啓発イ

ベント実施回数 
      

4 

マイ・タイムライ

ン作成講習会実施

回数 

      

５ 
個別避難計画作成

案内送付者数 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

防災塾に参加した

ことで、自分の地

区 の 災 害 リ ス ク

や、自らとるべき

避難行動を理解し

た人の割合 

      

2 

女性防災コーディ

ネーターによる防

災研修（地域啓発

研修）参加者数 

      

3 

在宅避難のための

備えをしている区

民の割合    

      

4 

講 習 会 に 参 加 し

「マイ・タイムラ

イン」を作成した

人数 

      

5 
個別避難計画作成

数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

安全・安心のまちづくり 

施策 10-2 犯罪抑止の取組み 

関連政策等 分野別政策：10 

所管部 危機管理部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
防犯カメラ設置・維

持管理への支援   

地域団体が設置する防犯カメラの継続的かつ適正管理を図るために、防犯カメラ

の新規設置や増設および運用経費や維持管理費などの補助制度を推進し、防犯カ

メラの設置整備の促進を図ります。 

2 
高齢者等に対する特

殊詐欺被害防止対策 

高齢者を狙った特殊詐欺被害を防止するため、携帯電話抑止装置設置拡充、自動

通話録音機貸与促進、24 時間安全安心パトロールを活用した広報・啓発活動を重

点的に実施していきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
防犯カメラ支援内

容の周知 
      

2 

パンフレットやガ

イドブック等への

啓発記事掲載回数 

      

2 
イベント等での啓

発回数     
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
防犯カメラの設置

台数 
      

2 
自動通話録音機の

貸与台数   
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

安全・安心のまちづくり 

施策 10-3 健康危機管理体制の強化 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：10 

所管部 世田谷保健所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
関係機関との連携・

協力体制の確保 

地区医師会、医療機関・警察・消防等が参加する「世田谷区健康危機管理連絡

会」、「世田谷区災害医療運営連絡会」の開催によって、関係機関との情報共

有、連携・協力体制を平時から確保します。 

2 

新型インフルエンザ

等新興・再興感染症

への対応力向上 

新型インフルエンザ等対応研修・訓練の実施、庁内業務の継続体制構築、民間等

外部からの受援体制の確保等を通じて新型インフルエンザ等の流行時の対応力を

強化します。 

3 
医療救護本部体制の

確保 

震災等発生時の医療救護活動拠点となる保健医療福祉総合プラザ内の関係団体と

連携し、災害時活動マニュアルの整備、関係団体との合同での医療救護訓練の実

施等により、医療救護本部体制の整備を進めます。 

4 医療救護活動の推進 

震災等発生時に、迅速に保健医療活動を開始できるよう、平時より、職員や関係

機関を対象にした災害医療に関する研修会の実施、災害拠点病院等と連携した緊

急医療救護所の運営訓練を行います。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

健康危機管理連絡

会、災害医療運営

連絡会の開催回数       

      

2 

関係機関との協働

による新型インフ

ルエンザ等対応研

修・訓練の実施回

数 

      

3 

関係機関との協働

による医療救護本

部運営訓練の実施

回数 

      

4 

関係機関との協働

による緊急医療救

護所運営訓練の実

施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 連絡会参加団体数       
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2 

新型インフルエン

ザ等対応研修・ 

訓練参加団体数    

      

3 
医療救護本部運営

訓練参加者数 
      

4 
緊急医療救護所運

営訓練参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

災害に強い街づくり 

施策 11-1 震災に強い街づくり 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：11 

所管部 防災街づくり担当部、土木部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
木造住宅密集地域の

解消 

災害時の延焼による被害を軽減させるため、不燃化特区（不燃化推進特定整備地

区）内における老朽建築物の不燃化等を進めます。 

2 
建築物耐震診断・補

強工事 

耐震性が不足する建築物の耐震化を進めるため、耐震診断、耐震改修工事等に対

して支援、助成を行うともに、その建物の所有者等に対して啓発活動を進めま

す。 

3 無電柱化整備 
都市防災機能の強化や安全で快適な歩行空間の確保、良好な都市景観の創出を図

るため、緊急輸送道路を中心に電柱を取り除く無電柱化整備を実施します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
不燃化に関する相

談会の開催数 
      

2 

耐震化支援制度対

象住宅への各戸配

布による周知実施

件数 

      

3 
無電柱化した区道

延長 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

不燃化特区による

老朽建築物の除

却・建替え等費用

助成件数 

      

2 

木造耐震診断、簡

易耐震診断助成件

数 (累計) 

      

3 
無電柱化した区道

延長（累計） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

災害に強い街づくり 

施策 11-2 都市の事前復興 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：11 

所管部 都市整備政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
事前復興街づくりの

推進 

震災が発生した場合に、区が地域住民や事業者、東京都等と連携しながら復興ま

ちづくりを迅速かつ円滑に進めていくために、区職員がとるべき行動手順や役割

分担を整理するとともに、講演会等通じ復興街づくりに対する理解を区民から得

ることで、被災後の早期復興に取り組みます。   

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 訓練等実施回数       

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 訓練等参加者数       
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

災害に強い街づくり 

施策 11-3 水害を抑制する街づくり 

関連政策等 重点政策：５、６ 分野別政策：11 

所管部 土木部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

グリーンインフラの

考え方も活かした豪

雨対策の推進 

区が掲げる流域対策における 令和 19 年度の目標対策量を目指し、公共施設や民間

施設において、グリーンインフラの観点も踏まえた雨水流出抑制施設の設置を推

進・促進するなど、豪雨対策に取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
雨水流出抑制施設

の設置件数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

流域対策による雨

水流出抑制量（累

計） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

災害に強い街づくり 

施策 11-4 日常の安全・安心な街づくり 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：11 

所管部 防災街づくり担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
空家等の管理・利活

用 

空家等の適切な管理は所有者の責務であることを基本としつつ、適切な管理が行

われていない空家等に対して、法に基づく指導や勧告、著しく管理不全な空家等

について、除却の促進も含めた必要な対策を進めます。また、わかりやすい相談

窓口の設置などにより、利活用相談者数の増加を目指すとともに、流通促進につ

いての情報を発信するなど、空家等となる前の所有者や区外の所有者への周知啓

発により活用意識を醸成します。 

2 
狭あい道路拡幅整備

の促進 

建築を伴う土地の所有者等に対して、区による拡幅整備の必要性や各種助成制度

の案内等を含め積極的に啓発し、効果的・効率的な狭あい道路拡幅整備に取り組

みます。また、建築に伴う拡幅箇所に隣接した建築を伴わない土地の所有者等に

対しても、狭あい道路拡幅整備への協力を呼びかけ連続的整備に取り組みます。   

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
空家所有者等への

普及啓発件数 
      

2 
狭あい道路拡幅整

備延長 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
管理不全状態の改

善件数 
      

1 

「せたがや空き家

活用ナビ」におけ

る成約数 

      

2 
狭あい道路の延長

（累計） 
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環境・リサイクル・みどり 

 

 

 

  

政策 施策 事業 

脱
炭
素
化
の
推
進 

区民・事業者の脱炭素行動の支援 

環境配慮型住宅推進事業 

電気自動車の公共用充電器の設置 

省エネ・再エネポイントアクション事業 

せたがや版 RE100 の普及促進 

公共施設や区事業活動における脱炭素の実
施 

公用車の EV 化 

公共建築物の ZEB 化 

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
生

活
環
境
の
構
築 

地域環境美化活動の推進 
区内一斉清掃活動「せたがやクリーンアップ

作戦」の実施 

たばこルールの推進 たばこマナー向上の取組み 

ごみ減量と資源循環型社会の形成 

廃棄物削減に向けたリデュース（発生抑制）

の推進 

食品廃棄物（生ごみ）削減の推進（食品ロス

の削減） 

事業者主体の３R 活動の促進 

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
・
創
出 

世田谷らしいみどりの保全・創出 

緑地保全制度等によるみどりの保全 

緑化助成制度によるみどりの創出 

維持管理の質の向上による崖線樹林地（国分

寺崖線内の区有地）の保全・育成 

生物多様性の保全 
生物多様性に配慮した公園緑地の整備・管理 

世田谷生きもの会議の充実 

協働によるみどり豊かなまちづくりの推進 
みどり・生物多様性の普及啓発 

農に触れ合う機会の充実 



        

57 

 

 

■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

脱炭素化の推進 

施策 12-1 区民・事業者の脱炭素行動の支援 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：12 

所管部 環境政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
環境配慮型住宅推進

事業 

住宅機能の維持向上及び区内の新築住宅及び既存住宅から排出されるＣＯ₂の削減

に繋げるため、広報・区ＨＰ等を通じて啓発するとともに、環境に配慮した住宅

の普及促進及び省エネルギー化の推進を図ります。 

2 
電気自動車の公共用

充電器の設置 

移動に伴い発生するＣＯ₂削減対策の一つとして、区民・事業者によるＺＥＶの利

用促進を図るため、区有施設等における EV の公共用充電器の設置等進めます。 

3 
省エネ・再エネポイ

ントアクション事業 

「エネルギー消費量の削減」と「温室効果ガス排出防止」を促すためのポイント

付与により、区民や事業者に対し、省エネ行動と再エネ利用の啓発を図ります。 

4 
せたがや版ＲＥ100

の普及促進 

国際的な企業の再生可能エネルギーの電力利用の取組みであるＲＥ100に対して、

「せたがや版ＲＥ100」は、区民・事業者・区がそれぞれの立場で再生可能エネル

ギーの理解・活用を進めることで、世田谷区全体で再生可能エネルギーの利用拡

大を目指します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
エコ住宅補助金の

交付件数 
      

2 

公共施設における

ＥＶの公共用充電

器 設 置 台 数 （ 累

計） 

      

3 

省エネポイントア

クションの結果報

告者数 

      

4 

せたがや版ＲＥ100

への賛同登録に係

る啓発件数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
エコ住宅補助金に

よるＣＯ₂削減量 
      

2 

公共施設における

ＥＶの公共用充電

器利用者数 
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3 

省エネポイントア

クションの取組み

によるＣＯ₂削減量 

      

4 
せたがや版ＲＥ100

の賛同者の数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

脱炭素化の推進 

施策 12-2 公共施設や区事業活動における脱炭素の実施 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：12 

所管部 環境政策部、財務部、施設営繕担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 公用車のＥＶ化 
公用車の老朽化に伴う更新にあたっては、調達方法を購入からリースに切り替

え、財政負担の平準化を図りながら、計画的にＥＶ等への転換を進めます。 

2 
公共建築物のＺＥＢ

化 

新築・改築及び改修等を行う区施設において、公共建築物のＺＥＢ化を図り、二

酸化炭素の排出削減を効果的かつ着実に推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
公用車におけるＥ

Ｖの導入割合 
      

2 
公共建築物のＺＥ

Ｂ化の件数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
公用車のガソリン

購入量 
      

2 

公共施設のエネル

ギー使用の削減量

（原油換算 Kℓ） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

快適で暮らしやすい生活環境の構築 

施策 13-1 地域環境美化活動の推進 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：13 

所管部 環境政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

区内一斉清掃活動

「せたがやクリーン

アップ作戦」の実施 

世田谷区内全域のうち、道路や駅前広場、河川敷など公共スペースの中から参加

団体が指定した場所での清掃活動へのトング、ビブス、ごみ袋等の物品の貸与及

び支給を行い、より住みやすく歩いて楽しいまちにすることを目指します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区内一斉清掃活動

「せたがやクリー

ンアップ作戦」ち

らし兼申込書の配

布箇所数（累計） 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区内一斉清掃活動

「せたがやクリー

ンアップ作戦」の

参加者数及び参加

団体数(累計) 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

快適で暮らしやすい生活環境の構築 

施策 13-2 たばこルールの推進 

関連政策等 分野別政策：13 

所管部 環境政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
たばこマナー向上の

取組み 

路上喫煙等の迷惑たばこを減らしていくため、周知啓発や巡回指導を実施すると

ともに、区及び民間による指定喫煙場所の整備に取り組むことにより、たばこマ

ナーが向上するまちづくりの実現を目指していきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
指定喫煙場所設置

数（累計） 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 路上喫煙率       
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

快適で暮らしやすい生活環境の構築 

施策 13-3 ごみ減量と資源循環型社会の形成 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：13 

所管部 清掃・リサイクル部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

廃棄物削減に向けた

リデュース（発生抑

制）の推進 

ごみを減らすために一番環境に負担がかからない方法は、必要な分だけ買う、不

用なものはもらわないなど、プラスチックを含めたごみとなるものを発生させな

いことです。普及啓発施設（エコプラザ用賀・リサイクル千歳台）を活用したリ

デュース意識の醸成と行動変容を促すための情報提供や事業等を実施し、廃棄物

の発生を抑制します。 

2 

食品廃棄物（生ご

み）削減の推進（食

品ロスの削減） 

区民に身近な食品ロス、生ごみ削減に対する意識・行動の変化を促し、食品ロス

の削減を進めることで、ごみの減量を図ります。 

3 
事業者主体の3R活動

の促進 

再利用計画書の作成義務がある大規模事業所などが自主的に廃棄物の削減に取り

組めるよう、事業者の取組み事例に関する情報収集及び好事例の紹介、事業系リ

サイクルシステムへの参加促進など、事業者主体の３R 活動を支援します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
普及啓発施設来場

者数 
      

2 

エコフレンドリー

ショップ登録店舗

数 

      

３ 

事業系リサイクル

システムへの参加

事業者数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
区民1人1日あたり

のごみ排出量 
      

２ 
家庭系食品ロス排

出量（5 年平均） 
      

３ 

事業用大規模建築

物におけるリサイ

クル率 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

豊かな自然環境の保全・創出 

施策 14-1 世田谷らしいみどりの保全・創出 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：14 

所管部 みどり 33 推進担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
緑地保全制度等によ

るみどりの保全 

市民緑地等諸制度など法制度を活用した樹林地の確保や保存樹木制度による維持管理

支援などにより、国分寺崖線をはじめとした区内の貴重なみどりの保全を進めます。 

2 
緑化助成制度による

みどりの創出 

生垣・植栽帯造成、屋上緑化・壁面緑化、シンボルツリー、駐車場緑化などの助成

により民有地のみどりの創出を促し、みどりがつながる街並みづくりを進めます。 

3 

維持管理の質の向上

による崖線樹林地

（国分寺崖線内の区

有地）の保全・育成 

将来像を見据えた国分寺崖線内の公園樹林の管理方針を策定するとともに、樹木診

断等に基づく危険樹木の更新と未来につながる若木の育成に取り組み、生物多様性

に配慮した崖線樹林地の保全・育成を効果的に進めます。樹林の特徴や自然環境に

応じた区域ごとに質の向上を図り、区民が親しみを感じる樹林地の再生をめざしま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

市民緑地等諸制度

による新規指定箇

所 

      

2 

緑化助成によるシ

ンボルツリーの新

規助成件数 

      

3 

崖線樹林地（公園

緑地）保全・育成

の推進公園数    

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

市民緑地等諸制度

による新規指定箇

所の合計面積（累

計） 

      

２ 

緑化助成によるシ

ンボルツリーの植

栽本数（累計） 

      

３ 

区民が親しみを感

じる崖線樹林地の

再生区域数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

豊かな自然環境の保全・創出 

施策 14-2 生物多様性の保全 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：14 

所管部 みどり 33 推進担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

生物多様性に配慮し

た公園緑地の整備・

管理 

生きものの生息・生育環境の核となる公園緑地において、在来種を活用した植栽

を行うなど、公園緑地による生きもののネットワークの形成を図るとともに、生

物多様性に配慮した管理を進めていきます。 

2 
世田谷生きもの会議

の充実 

様々な主体が連携して情報を共有するとともに、生物調査の実施や情報発信、専

門家派遣などを通して知恵や経験を学ぶ機会を充実させていきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

生物多様性に配慮

した公園緑地整備

箇所数 

      

2 
世田谷生きもの会

議開催数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

生物多様性に配慮

した公園緑地面積

（累計） 

      

2 

世田谷生きもの会

議 参加団体数（累

計） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

豊かな自然環境の保全・創出 

施策 14-3 協働によるみどり豊かなまちづくりの推進 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：14 

所管部 みどり 33 推進担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
みどり・生物多様性

の普及啓発 

みどりに関する講習会や農作業体験イベントなどを通してみどりに触れ合う機会

を充実させることで、みどりや生物多様性に関する保全・創出意識の醸成を図

り、多様な主体の主体的な行動を促します。 

2 
農に触れ合う機会の

充実 

農業体験イベントや野菜づくり講習会等への参加を通して、農に触れ合う機会を

充実させることで、農業公園の認知率を高め、みどりに関する保全・創出の意識

向上を図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

みどりに関するイ

ベントや講習会の

開催回数 

      

2 

農業公園における

イベントや講習会

の開催回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

みどりに関するイ

ベントや講習会の

参加者数 

      

2 

農業公園における

イベントや講習会

の参加者数 

      



        

66 

 

 
 

経済・産業 

 

  

政策 施策 事業 

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現 

多様な地域産業の持続性確保に向けた基盤
強化 

地域産業のさらなる活性化に向けた施策の推

進 

地域経済循環の推進 

安定的雇用の促進 

地域産業の経営戦略の基盤となる人材採用 

起業の促進と多様な働き方の実現 

新たな価値を創出する事業者・人材の育成、

区内産業のイノベーションの創出 

区民の起業・創業の促進 

多様な働き方の環境整備 

地域や社会の課題の解決に向けたソーシャ
ルビジネスの推進 

産業交流による新たな産業の創出 

産業視点からの福祉事業の課題解決 

農福連携の推進 

地域経済の持続可能性を考慮した事業活動
及びエシカル消費の推進 

まちなか観光の推進 

区民に対する都市農業への理解促進 

持続可能な消費者行動の推進 

脱炭素など環境分野における産業の育成促進 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

  

持続可能な地域経済の実現 

施策 15-1 多様な地域産業の持続可能性確保に向けた基盤強化 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：15 

所管部 経済産業部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

地域産業のさらなる

活性化に向けた施策

の推進 

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対し、専門家によるアド

バイス等の伴走支援や補助金、研修型スクール事業による支援、地域連携型ハン

ズオン支援を行うことで、地域経済の活性化を図ります。また、販路拡大支援等

を通じた事業者の基盤強化や生産性向上を図るほか、円滑な事業承継を図り、地

域の魅力ある産業が引き継がれ、成長する持続可能な環境を整備します。 

2 地域経済循環の推進 

世田谷区商店街振興組合連合会が実施するデジタル地域通貨「せたがや Pay」の運

営を支援し、中小個店デジタルプラットフォームとして区内中小個店や商店街の

稼ぐ力を下支えする基盤として整備することで、地域経済の活性化（中小個店支

援）や電子決済定着による産業効率化（地域産業 DX）等を推進し、もって地域経

済の循環を図ります。 

3 安定的雇用の促進 

一人でも多くの方が安定した仕事に就き、就労し、また事業所が必要とする人材

を獲得できるマッチングを進めるとともに、雇用労働分野のワンストップ窓口と

して総合的な支援を行います。 

4 

地域産業の経営戦略

の基盤となる人材採

用 

正社員（正規雇用）を目指す求職者のキャリアチェンジの取組みを充実させ、メ

ディアとタイアップした SNS 発信や冊子等による人材不足産業の魅力発信や伴走

型で企業（事業所）の採用支援を行い、区民生活を支える中小企業等の採用マッ

チングを推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

地域連携型ハンズ

オン支援により新

規プロジェクトの

事業化を達成した

事業者数 

      

2 

せたがや Pay 事業

の加盟店舗数（累

計） 

      

3 

三軒茶屋就労支援

センターのセミナ

ー開催数 

      

4 

区内企業と求職者

のマッチングイベ

ント開催数 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

事業実施前と比較

し、売上変動が好

転した事業者数 

      

2 

せたがや Pay アプ

リ利用者の継続利

用率 

      

3 

三軒茶屋就労支援

センターの就職決

定者数 

      

4 

区内企業と求職者

のマッチング就職

決定者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

持続可能な地域経済の実現 

施策 15-2 起業の促進と多様な働き方の実現 

関連政策等 重点政策：１，２、６ 分野別政策：15 

所管部 経済産業部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

新たな価値を創出す

る事業者・人材の育

成、区内産業のイノ

ベーションの創出 

新たな産業活性化拠点整備事業において、事業スペースの提供や専門人材による

サポート、他企業との交流・連携など資金面でのサポート等、起業家やスタート

アップの成長を支援する環境を整備します。 

2 
区民の起業・創業の

促進 

創業支援事業者との連携を強化し創業相談・創業セミナーなどを実施するととも

に創業へのチャレンジを後押しする支援や、区内事業者向けに支援策の周知を推

進します。 

3 
多様な働き方の環境

整備 

ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することができる環境を整備する

とともに、人々が安心して働くことができるセーフティネットとしての相談体制

を充実します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
新たな産業活性化拠

点のコンテンツ数 
      

2 

創業支援事業にお

ける創業相談等の

実施回数 

      

3 

多様な働き方の相

談・社会保険労務

士相談の実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

新たな産業活性化

拠点の支援プログ

ラム利用者数 

      

2 

創業支援事業におけ

る創業相談等利用者

の創業決定者数 

      

３ 

多様な働き方の相

談の参加者数・社

会保険労務士相談

の相談件数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

持続可能な地域経済の実現 

施策 15-3 地域や社会の課題の解決に向けたソーシャルビジネスの推進 

関連政策等 重点政策：１、２、５、６ 分野別政策：15 

所管部 経済産業部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
産業交流による新た

な産業の創出 

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム「SETAGAYAPORT」によ

り、社会課題や地域課題の解決に向けた新たな産業の育成の機会の提供や、コレ

クティブインパクトを創出します。 

２ 
産業視点からの福祉

事業の課題解決 

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主生産品の商品開発

のアドバイスをはじめ SNS やメディアの活用、イベント実施による PR、EC サイ

トでの販路拡大等により、売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めま

す。またメディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに伝える冊子

や web コンテンツを展開し福祉人材確保につなげます。 

３ 農福連携の推進 

区内農地の保全および障害者就労の促進と工賃向上に向けて取り組む農福連携事

業において、農作業体験会等の機会を通した障害者の働く意欲の向上や、地域イ

ベント等による、区民及び区内農業者の意識醸成を進め、世田谷区における農福

連携を推進していきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

SETAGAYA 

PORT への新規会員

登録者数（累計） 

      

２ 

せせせプロジェク

トイベントの開催

回数 

      

３ 
農福連携体験会の

開催数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

SETAGAYA 

PORT を通して実現

した連携事業数 

      

2 

イベント参加事業

者のうち前年度比

で売上が向上した

事業者数（累計） 

      

３ 

農福連携事業を通

じた区内就職者数

（累計） 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

持続可能な地域経済の実現 

施策 15-4 地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進 

関連政策等 重点政策：５ 分野別政策：15 

所管部 経済産業部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 まちなか観光の推進 

世田谷まちなか観光交流協会への理解と参画を促し、事業の実施につなげること

で、会員間の活発な交流と地域経済の活性化をもたらす好循環を生み出す、持続

可能なまちなか観光事業の展開を図ります。 

2 
区民に対する都市農

業への理解促進 

区民が農に親しむ機会を創出することで、都市農業への理解を促進するととも

に、結果的に区民が体験という形で農作業の一部を担うことになるという交流の

営農支援的な側面を踏まえて、農地保全につなげます。 

3 
持続可能な消費者行

動の推進 

各種広報媒体を活用した啓発や講座の実施、東京都や市民活動団体などと連携し

た取組みを行い、多くの区民へ向けた普及・啓発を進め、持続可能な消費者行動

であるエシカル消費の推進を図ります。 

４ 

脱炭素など環境分野

における産業の育成

促進 

脱炭素など産業分野における環境に関する普及啓発を行い、事業者の環境意識の

向上を図るとともに、脱炭素に取り組む事業者の後押しや課題解決に資する事業

者の創出・育成のための環境整備等を行い、産業分野における環境行動の推進を

図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

世田谷区まちなか

観光交流協会会員

数の増加（累計） 

      

2 
ふれあい農園開設

件数 
      

3 

エシカル消費に関

する講座の実施回

数 

      

４ 

脱炭素など環境分

野に関する啓発活

動回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

世田谷まちなか観

光交流協会の活動

回数 

      

2 
ふれあい農園参加

人数 
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3 

エシカル消費に関

する講座の受講者

のうち、その理解

が深まった人数 

      

４ 

事業活動において

環境配慮行動を重

要な位置付けとし

ている事業者の割

合 
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文化・スポーツ 

 

 

  

政策 施策 事業 

文
化
・
芸
術
の
振
興 

誰もが文化・芸術を身近に感じ楽しめる環
境の整備 

区の美術品等の活用による鑑賞機会の拡大 

美術館・文学館におけるライブラリーの運営 

区民利用・交流拠点全体を活用した音楽イベ

ント等による文化・芸術に触れる機会の提供 

地域活動団体の支援と交流の促進による文
化・芸術活動の活性化 

世田谷区民会館等における文化・芸術を通じ

た交流事業の実施 

身近なアーティストの活動に触れる機会の創

出 

地域で活動する文化・芸術団体の活動支援 

 

スポーツを通じた生きがい・健康づくり 

ランニングやジョギング・ウォーキングを行

う人が達成感を得られるような環境整備 

公共施設等へのボッチャコートの設置 

まちなかでのスポーツイベントの実施 

気軽にできるスポーツの普及 

スポーツを通じた共生社会の実現 
ユニバーサルスポーツの推進 

スポーツを通じた交流の場の創出 

スポーツを通じた活力あるまちづくり 

スポーツチームと連携した情報発信や賑わい

の創出 

ランニングやジョギング、ウォーキングによ

る名所めぐりやまち歩きによる地域の活性化 

地域コミュニティ活動への派遣・協力 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

文化・芸術の振興 

施策 16-1 誰もが文化・芸術を身近に感じ楽しめる環境の整備 

関連政策等 重点政策：３ 分野別政策：16 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

区の美術品等の活用

による鑑賞機会の拡

大 

世田谷美術館及び世田谷文学館において、区が所蔵する美術品や文学資料につい

てテーマを設定した収蔵品展として公開するほか、ホームページにおいても、展

示内容を動画やコレクション検索システムなど様々な方法で紹介しながら、リア

ルとオンラインの両面から鑑賞機会を拡大します。また、区庁舎や区立施設にお

いて美術品等を展示し、より身近な場所での鑑賞機会を提供します。 

2 

美術館・文学館にお

けるライブラリーの

運営 

世田谷美術館アートライブラリーにて、美術専門書の閲覧やビデオ視聴、レファ

レンスサービス等、美術に関する情報提供を行います。また、世田谷文学館ライ

ブラリー「ほんとわ」において、子どものための本のエリアや、選書コーナーな

ど、書物との新たな出会いと多様な楽しみ方を提案し、地域のための図書空間を

提供します。 

３ 

区民利用・交流拠点

全体を活用した音楽

イベント等による文

化・芸術に触れる機

会の提供 

世田谷区民会館ホールに隣接するラウンジにおいて、コンサート等を実施するほ

か、区民利用・交流拠点施設全体を活用して、区民が気軽に文化・芸術に触れる

機会を提供します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区庁舎等における

美術品の展示点数 

 

      

１ 

収蔵品展及びホー

ムページで紹介す

る作品点数 

      

2 

美術館・文学館の

ライブラリーにお

ける企画コーナー

の実施回数 

      

３ 
音楽イベント等の

実施回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区 ホ ー ム ペ ー ジ

「区庁舎等美術品

ページ」へのアク

セス数 
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１ 

当年度開催の収蔵

品展 Web ページへ

のアクセス数 

      

2 
ライブラリー利用

者数 
      

３ 
音楽イベント等へ

の参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

文化・芸術の振興 

施策 16-2 地域活動団体の支援と交流の促進による文化・芸術活動の活性化 

関連政策等 分野別政策：16 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

世田谷区民会館等に

おける文化・芸術を

通じた交流事業の実

施 

世田谷区民会館のホールや集会室等を活用し、文化・芸術を通じた交流事業を実

施し、様々な交流を促進することで、区内の文化・芸術活動の活性化に取り組み

ます。 

２ 

身近なアーティスト

の活動に触れる機会

の創出 

区にゆかりのあるアーティストを公募・登録し、区立施設等での活動場所の提供や

区主催イベント等への派遣を行い、アーティストの活動の場や地域とのつながりの

創出と、区民が身近な場所で文化・芸術に触れる機会の提供に取り組みます。 

３ 

地域で活動する文

化・芸術団体の活動

支援 

「区民の文化・芸術活動の支援」や「文化・芸術によるまちの賑わい・魅力の創出

支援」の取組みを進めるため、まちの賑わいや魅力づくりを目指す文化・芸術事業

に対して補助金を交付します。また、文化・芸術活動団体の広報支援として、区の

ホームページへのイベント情報掲載や、区の窓口へのチラシの配架を行います。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
文化・芸術交流事

業の実施回数 
      

２ 

世田谷アーティス

トバンク登録アー

ティスト数 

      

３ 

地域文化芸術振興

事業補助金補助事

業数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

文化・芸術交流事

業の出演者数及び

事業への参加者数 

      

２ 

活動した登録アー

ティスト数及び活

動への参加者数 

      

３ 

地域文化芸術振興

事業の実施者数及

び事業への参加者

数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

生涯スポーツの推進 

施策 17-1 スポーツを通じた生きがい・健康づくり 

関連政策等 重点政策：３ 分野別政策：17 

所管部 スポーツ推進部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

ランニングやジョギ

ング・ウォーキング

を行う人が達成感を

得られるような環境

整備 

ランニングやジョギング、ウォーキングを行う人が、身近なところで、スポーツ

活動による達成感を得られるよう環境を整備します。 

２ 
公共施設等へのボッ

チャコートの設置 

各地域にある区の公共施設等にボッチャコートを設置し、誰でも気軽にボッチャ

を楽しめるような環境を整備します。 

３ 
まちなかでのスポー

ツイベントの実施 

まちなかの空きスペース等で、気軽に参加できるスポーツイベントを実施し、普

段スポーツをしていない人や関心が低い層がスポーツに親しむきっかけづくりに

取り組みます。 

４ 
気軽にできるスポー

ツの普及 

身近な公園等を利用し、誰でも参加できるラジオ体操などを行うことにより、気

軽にスポーツに触れる機会を拡充します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

ランニングやジョ

ギング、ウォーキ

ングコースの環境

整備を行った箇所

数（累計） 

      

２ 

公共施設等へのボ

ッチャコートの設

置数（累計） 

      

３ 

まちなかでのスポ

ーツイベント実施

回数 

      

４ 
ラジオ体操の開催

箇所数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

整備されたランニングや

ジョギング、ウォーキング

コースを利用したことが

ある人数 
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２ 

公共施設等に設置

されたボッチャコ

ートの利用回数 

      

３ 

まちなかでのスポ

ーツイベントの参

加者数 

      

４ 
ラジオ体操への参

加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

生涯スポーツの推進 

施策 17-2 スポーツを通じた共生社会の実現 

関連政策等 重点政策：３、４ 分野別政策：17 

所管部 スポーツ推進部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
ユニバーサルスポー

ツの推進 

誰もが一緒にスポーツやパラスポーツに親しみ、楽しめるイベントを開催し、参

加者同士の交流を図るとともに、ユニバーサルスポーツを推進します。 

２ 
スポーツを通じた交

流の場の創出 

スポーツ関係団体や学校等、様々な主体が連携、協働し、誰もが楽しめるスポー

ツの場を創出します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

ユニバーサルスポ

ーツイベントの開

催回数 

      

２ 

関係団体等との連

携・協働によるス

ポーツイベント等

の実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

ユニバーサルスポ

ーツイベントに参

加した人のうち、

ユニバーサルスポ

ーツが理解できた

と回答した参加者

の人数 

      

２ 

関係団体等との連

携・協働によるス

ポーツイベント等

への参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

生涯スポーツの推進 

施策 17-3 スポーツを通じた活力あるまちづくり 

関連政策等 分野別政策：17 

所管部 スポーツ推進部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

スポーツチームと連

携した情報発信や賑

わいの創出 

スポーツチームの試合会場等で、イベントの開催やブースの出店を行い、来訪者

に世田谷の魅力を PR する。また、商店街等と連携し、まちなかに立ち寄る機会を

創出し、地域・産業の振興を図ります。 

２ 

ランニングやジョギ

ング、ウォーキング

による名所めぐりや

まち歩きによる地域

の活性化 

世田谷の名所や世田谷みやげを扱う場所等をめぐるランニングやジョギング、ウ

ォーキングによるまち歩きを開催し、スポーツによる地域の活性化を図ります。 

３ 
地域コミュニティ活

動への派遣・協力 

スポーツ推進委員協議会や区内競技団体等と連携し、地域のスポーツニーズに応

じた講師や指導者の派遣等を通じて地域でのスポーツ活動を推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
試合会場等でのイ

ベント実施回数 
      

２ 
名所めぐりやまち

歩きの実施回数 
      

３ 
講師等の派遣・協

力回数 
      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

試合会場等でのイ

ベントへの来場者

数 

      

２ 
名所めぐりやまち

歩きへの参加者数 
      

３ 
地域コミュニティ

活動への参加者数 
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都市整備 

 

  

政策 施策 事業 

魅
力
あ
る
街
づ
く
り 

地区特性に応じた街づくりの推進 地区街づくりの推進 

魅力あるにぎわいの拠点づくり 

三軒茶屋駅周辺まちづくりの推進 

下北沢駅周辺まちづくりの推進 

二子玉川駅周辺まちづくりの推進 

京王線沿線まちづくりの推進 

歩いて楽しめる魅力づくり 

座れる場づくりの推進 

風景づくりの推進 

公園の魅力向上 

交
通
環
境

の
整
備 

地域公共交通の活性化 
地域公共交通の活性化 

公共交通不便地域対策の推進 

自転車利用環境の整備 自転車走行環境整備の推進 

都
市
基
盤
の

整
備
・
更
新 

道路ネットワークの計画的な整備 

都市計画道路・主要生活道路の新設・拡幅整

備 

地先道路の新設・拡幅整備 

公園・緑地の計画的な整備 新たな都市計画公園・緑地の整備 



        

82 

 

 
■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

魅力ある街づくり 

施策 18-1 地区特性に応じた街づくりの推進 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：18 

所管部 都市整備政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 地区街づくりの推進 

地区の特性に応じたまちづくりを推進するため、丁寧な説明による合意形成を図

り、区民参加を軸としながら地区計画等の策定及び見直しに向けた取組みを進め

ていきます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

地区計画等の策定

及び変更（廃止含

む）検討地区数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

地区計画等の策定

及び変更（廃止含

む）地区数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

 

魅力ある街づくり 

施策 18-2 魅力あるにぎわいの拠点づくり 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：18 

所管部 都市整備政策部、世田谷総合支所、北沢総合支所、玉川総合支所、烏山総合支所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
三軒茶屋駅周辺まち

づくりの推進 

地域の気運醸成やまちづくり推進体制の構築及び都市機能の更新に向けた活動の

支援等を進めることにより、三茶のミライ（基本計画）で掲げる未来像の実現に

つなげ、魅力と活力のある都市の創出を目指します。 

2 
下北沢駅周辺まちづ

くりの推進 

下北沢駅駅前広場の整備に合わせ、公共空間の管理活用を地域主体で運営するエ

リアマネジメントの導入を検討するため、未来ビジョンを作成し、地域組織の法

人化を目指します。 

3 
二子玉川駅周辺まち

づくりの推進 

地域主体のエリアマネジメントに対するアドバイザリー支援を通じ、多摩川や周

囲の自然環境及び公共空間の有効活用による活発な交流を創出し、回遊性が高

く、魅力あふれる都市空間の形成を目指します。 

4 
京王線沿線まちづく

りの推進 

京王線連続立体交差事業を契機とした沿線街づくりの気運を醸成するとともに、

人が主役で地域の個性を活かしコミュニティーを育む街づくりの実現を目指しま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

気運醸成につなが

る社会実験等の実

施回数 

      

1 
推進体制構築のた

めの会議開催数 
      

1 

区の支援により実

施する市街地再開

発事業に向けた地

権者勉強会等の回

数 

      

2 

下北沢エリアマネ

ジメント準備協議

会の開催回数 

      

3 

二子玉川エリアマ

ネジメンツ理事会

におけるアドバイ

ザリー支援回数 

      

4 

気運醸成につなが

る街づくり懇談会

等の開催回数 
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■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
社会実験等への協

力団体数（累計） 
      

1 

まちづくり推進体

制への参画団体数

（累計） 

      

1 

区の支援により実

施する市街地再開

発事業に向けた地

権者勉強会等の参

加人数 

      

2 
エリアマネジメン

トの導入 
      

3 
河川占用施設の年

間利用者数 
      

4 
区民・事業者等の

参加人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

魅力ある街づくり 

施策 18-3 歩いて楽しめる魅力づくり 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：18 

所管部 都市整備政策部、みどり 33 推進担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
座れる場づくりの推

進 

建物の外構や道路などにベンチを整備し、ひと休みできる場を作ることで、高齢

者や障害者、妊婦、子どもを抱えた方等、より多くの方が自由に様々な活動に参

画できる地域社会を目指します。 

2 風景づくりの推進 

区民が愛着と誇りを持てる世田谷の風景を守り、育て、つくるため、届出・協議

制度による風景づくりの誘導、区民主体の風景づくり活動の推進、風景づくりに

関する普及啓発を行います。 

3 公園の魅力向上 

大規模公園の公園づくりと運営検討に住民参加のワークショップを開催するな

ど、住民参画を取り入れるとともに、民間事業者との連携を検討し、魅力ある公

園づくりに取り組みます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
新規ベンチ設置基

数 
      

２ 
事前調整会議の開

催回数 
      

２ 
風景づくり交流会

の開催回数 
      

2 
普及啓発イベント

開催回数 
      

3 

協働による公園づ

くり等のイベント

実施回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
ベンチ設置基数（累

計） 
      

2 

事前調整会議にお

ける指摘事項に対

する協議成立割合 

      

２ 

風景づくり交流会

参加団体の交流会

へ の 評 価 （ 満 足

度） 
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２ 

イベント参加者の

風景づくりへの理

解が深まった割合 

      

3 

協働による公園づ

くり等のイベント

参加人数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

交通環境の整備 

施策 19-1 地域公共交通の活性化 

関連政策等 重点政策：６ 分野別政策：19 

所管部 道路・交通計画部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
地域公共交通の活性

化 

今後見込まれる超高齢社会や単身高齢者の増加等を踏まえ、区民が住み慣れた地

域で自立して暮らし続けられるよう、地域公共交通の維持・確保、整備に向け

て、交通事業者等と協議しながら、交通まちづくりを推進していきます。 

2 
公共交通不便地域対

策の推進 

様々な交通手段を活用し、区民が快適に、安全・安心な移動ができるよう、最寄

りの鉄道駅やバス停留所から一定以上の距離がある「公共交通不便地域」対策を

推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
地域公共交通の活

性化 
      

2 

砧モデル地区での

デマンド型交通の

導入 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

１･2 

区 内 の 交 通 手 段

（移動手段）に満

足している区民の

割合 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

交通環境の整備 

施策 19-2 自転車利用環境の整備 

関連政策等 分野別政策：19 

所管部 土木部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
自転車走行環境整備

の推進 

歩行者・自転車・自動車がともに安全で快適に通行できる環境を整備し、区民の

日常生活を支援する自転車ネットワークを形成するため、区内にある国道・都

道、隣接自治体の道路との連続性を確保しながら自転車通行空間の整備を進めま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区道の自転車通行

空間の新規整備延

長 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
区道の自転車通行

空間の整備率 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

都市基盤の整備・更新 

施策 20-1 道路ネットワークの計画的な整備 

関連政策等 分野別政策：20 

所管部 道路・交通計画部、総合支所、土木部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 

都市計画道路・主要

生活道路の新設・拡

幅整備 

道路交通の円滑化のほか、防災・減災機能等の強化を図るため、都市の骨格とな

る都市計画道路及び主要生活道路の整備に取り組むとともに、連続立体交差事業

に合わせた都市計画道路・駅前交通広場の整備を着実に進めます。 

2 
地先道路の新設・拡

幅整備 

歩行者等の全ての利用者の安全性を確保するとともに、消防車の通行や消火活動

が困難な区域が生じないよう、区民生活に最も身近な地先道路の整備に取り組み

ます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

都市計画道路・主

要生活道路の道路

整備面積（仮整備

含む） 

      

2 

地先道路の道路整

備面積（仮整備含

む） 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

都市計画道路・主

要生活道路の整備

率 

      

2 
地先道路整備総延

長 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

都市基盤の整備・更新 

施策 20-2 公園・緑地の計画的な整備 

関連政策等 分野別政策：20 

所管部 みどり 33 推進担当部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
新たな都市計画公

園・緑地の整備 

公園・緑地の整備にあたっては、防災機能や健康レクリエーション効果、生物多

様性、景観形成などに配慮しつつ、区民参加の手法を取り入れながら、区立公園

条例で目標とする区民１人あたりの公園敷地面積６㎡以上の達成に向け、みどり

豊かなで魅力あふれる都市計画公園・緑地の新設・拡張を進めます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

１ 

都市計画公園・緑

地 （ 優 先 整 備 区

域）の新規整備面

積 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

１ 
区民１人あたりの

公園敷地面積 
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人権・コミュニティ 

 

 

 

  

政策 施策 事業 

多
様
性
の
尊
重 

人権への理解促進 
人権啓発イベントの開催 

性的マイノリティ等多様な性への理解促進と

支援 

男女共同参画の推進 
ワーク・ライフ・バランスの推進 

あらゆる分野における女性活躍の推進 

ＤＶ防止の取組み 
デート DV 防止出前講座の実施 

DV 防止研修等の充実 

多文化共生の推進 
国際交流イベントの実施 

在住外国人への相談体制の強化 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

促
進 

地域への参加促進と地域活動の活性化 

区民利用・交流拠点施設の設置・運営 

町会・自治会の参加促進、活性化支援 

ＮＰＯ等市民活動団体の活性化支援 

区民や活動団体の連携・協働促進 
地区情報連絡会の発展 

地区での情報共有と地域参加のためのプラッ

トフォームづくり 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

多様性の尊重 

施策 21-1 人権への理解促進 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：21 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
人権啓発イベントの

開催 

区民等を対象とした人権研修の実施や区民まつり・梅まつりなどの場を活用した

人権普及啓発活動を実施し、人権尊重意識を高めます。 

2 

性的マイノリティ等

多様な性への理解促

進と支援 

性の多様性に起因する日常生活の支障を取り除くための支援に取り組むととも

に、区民等を対象とした研修や講座の実施や理解促進イベントを実施し、性的マ

イノリティへの理解を深めます。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
人権啓発イベント

の開催回数 
      

2 

性的マイノリティ

理解促進研修の開

催回数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
人権啓発イベント

の参加者数 
      

2 

性的マイノリティ

理解促進研修の参

加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

多様性の尊重 

施策 21-2 男女共同参画の推進 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：21 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
ワーク・ライフ・バ

ランスの推進 

区民、事業者等を対象としたイベントや講座等を実施するとともに、様々な啓発

物を活用するなど、男女共同参画の観点からワーク・ライフ・バランスの取組み

を推進します。 

2 
あらゆる分野におけ

る女性活躍の推進 

区民等を対象としたイベントや講座等を実施するとともに、様々な啓発物を活用

するなど、あらゆる分野における女性活躍に向けた取組みを推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

ワーク・ライフ・

バランスに関する

イベント等の開催

数 

      

2 

あらゆる分野にお

ける女性活躍に向

けたイベント等の

開催数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

ワーク・ライフ・

バランスに関する

イベント等への参

加者数 

      

2 

あらゆる分野にお

ける女性活躍に向

けたイベント等の

参加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

多様性の尊重 

施策 21-3 DV 防止の取組み 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：21 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
デート DV 防止出前

講座の実施 

出前講座として、デート DV（親密な交際関係にある相手との間で起きる暴力）防

止等、必要な知識とともに、互いを尊重しあうコミュニケーションのあり方を啓

発するための出前講座の実施により、DV 防止の取組みを推進します。 

2 DV防止研修等の充実 

DV 防止法について、「DV は犯罪行為を含む重大な人権侵害である」というメッ

セージとあわせて、DV 防止に関する研修を行う等、継続的な啓発を行うことで

DV 防止の取組みを推進します。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
デート DV 防止出前

講座の開催数 
      

2 

DV 等暴力防止・被

害者支援関連講座

の開催数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
デート DV防止出前

講座の参加者数 
      

2 
DV 防止研修等の参

加者数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

  

多様性の尊重 

施策 21-4 多文化共生の推進 

関連政策等 重点政策：４ 分野別政策：21 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
国際交流イベントの

実施 

区民が多様な文化を知り・触れることのできる国際交流イベントを催し、多文化

共生、国際交流、国際協力への意識啓発を図るとともに、参加・出展する区民団

体や国際協力団体等の活動充実や連携の創出、新たな交流の担い手の育成を目指

します。 

2 
在住外国人への相談

体制の強化 

タブレット端末等を利用した多言語通訳サービスにより、外国人来庁者等と円滑

なコミュニケーションを図り、窓口業務の効率化と窓口サービスの向上に繋げま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
せたがや国際メッ

セの実施回数 
      

2 

多言語通訳サービ

ス導入タブレット

等 設 置 台 数 （ 累

計） 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
せたがや国際メッ

セの参加者数 
      

2 
多言語通訳サービ

スの利用件数 
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

  

地域コミュニティの促進 

施策 22-1 地域への参加促進と地域活動の活性化 

関連政策等 重点政策：３，４ 分野別政策：22 

所管部 生活文化政策部 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
区民利用・交流拠点

施設の設置・運営 

「区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎」の実現に向け、区民利用・交流拠

点施設が「多様な人々の交流を生み出す場」となるよう検討を進め、区民が事業

等に主体的に関わることができる運営を目指します。 

2 
町会・自治会の参加

促進、活性化支援 

町会・自治会活動への理解・参加を促進するため、活動紹介等の一層の周知に取

り組むとともに町会・自治会の実態把握に努め、持続可能な町会・自治会活動へ

の支援の充実に取り組みます。 

3 
ＮＰＯ等市民活動団

体の活性化支援 

区内で活動するＮＰＯ、市民活動団体及び個人に対し、情報提供、活動支援等を

行うことで、活動団体の活動意欲向上・活性化を図ります。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区民利用・交流拠

点施設の設置・運

営 

      

2 
町会・自治会活動

支援の取組み 
      

3 

市民活動・ＮＰＯ

相 談 実 施 箇 所 数

（累計） 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 

区民利用・交流拠

点施設の設置・運

営 

      

2 
町会・自治会加入

率 
      

3 区内 NPO 法人数       
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■施策に連なる事業 

 

■実現に向けた行動量（アウトプット指標）の目標値  

 

■事業の成果指標（直接的アウトカム：事業の活動により生じる直接的効果） 

 

 

地域コミュニティの促進 

施策 22-2 区民や活動団体の連携・協働促進 

関連政策等 重点政策：３ 分野別政策：22 

所管部 地域行政部、総合支所 

番号 項目 事業の目的と内容 

1 
地区情報連絡会の発

展 

地区において区民や活動団体との交流や情報交換の機会として開催している地区

情報連絡会について、地区の実態を踏まえて、新たな交流が創出されるように内

容や手法の工夫を図ります。 

2 

地区での情報共有と

地域参加のためのプ

ラットフォームづく

り 

地区での情報共有と地域参加のためのプラットフォームづくりにより地区情報の

共有化を図ります。地区への関心の醸成により、幅広い世代や多くの団体が地域

の課題に主体的に向き合い、互いに協力して自治を進められるための基盤としま

す。 

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
地区情報連絡会の

開催数 
      

2 

地区での情報共有

と地域参加のため

のプラットフォー

ム数 

      

番号 項目 現況値 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 総量 

1 
地区情報連絡会の

参加団体数 
      

2 

（仮）地区情報共

有プラットフォー

ムの登録者数 

      



        

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区基本計画（素案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 9 月 

世田谷区 

  

令和６年度 ▶ 令和13 年度 

(2024) (2031) 

参考 



        

 

 

目  次 

第１章 計画の策定について ........................................................................... 1 

１. 計画策定にあたって ................................................................................ 1 

２. 計画の位置づけ・期間 ............................................................................. 1 

３. 計画の進行管理 ...................................................................................... 2 

第２章 計画策定の背景 ................................................................................. 3 

１. 区の歴史 .............................................................................................. 3 

２. 社会動向 .............................................................................................. 3 

３. 人口 .................................................................................................... 4 

４. 財政状況 .............................................................................................. 6 

５. 目指すべき未来の世田谷の姿 ..................................................................... 7 

第３章 基本方針 ....................................................................................... 10 

１. 区政が目指すべき方向性 ........................................................................ 10 

２. 計画の理念 ......................................................................................... 10 

３. 地域行政の基本となる考え方 ................................................................... 13 

第４章 政策 ............................................................................................. 15 

１. 重点政策 ............................................................................................ 15 

２. 分野別政策 ......................................................................................... 31 

第５章 計画実行の指針 ............................................................................... 94 

１. ＳＤＧｓの推進 .................................................................................... 94 

２. ＤＸの推進 ......................................................................................... 94 

３. 緊急時・非常時の体制整備 ..................................................................... 94 

４. 組織運営の変革 .................................................................................... 95 

５. 情報発信・情報公開 .............................................................................. 96 

６. 行政評価 ............................................................................................ 96 

７. 他自治体や国際社会との協力連携 ............................................................. 96 

第６章 持続可能な自治体経営 ...................................................................... 97 

１. 区民目線による行政サービスの向上 .......................................................... 97 

２. 多様な主体との連携強化による経営力の向上 ............................................... 97 

３. 経営資源の最適化 ................................................................................. 97 

【世田谷区基本構想（平成 25 年９月議決）に定める「九つのビジョン」】 
 
・個人を尊重し、人と人とのつながりを大切にする 
・子ども・若者が住みやすいまちをつくり、教育を充実する 
・健康で安心して暮らしていける基盤を確かなものにする 
・災害に強く、復元力を持つまちをつくる 
・環境に配慮したまちをつくる 
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第１章 計画の策定について 

 

１. 計画策定にあたって 

世田谷区基本計画は、区政運営の基本的な指針であり、中長期的な展望を踏まえ、

向こう８ヵ年の政策、施策を総合的かつ体系的に明らかにする最上位の行政計画です。 

基本計画は、計画の意義を示す「計画策定の背景」、区政が目指すべき方向性や計

画の理念を定めた「基本方針」、基本計画の具体化に不可欠で特に重点的に取り組む

べき政策である「重点政策」、各分野の政策、施策の全体像を明らかにする「分野別

政策」、計画に掲げる政策、施策の推進にあたり必ず考慮すべき指針である「計画実

行の指針」、目指すべき未来の世田谷の姿の実現に向けた「持続可能な自治体経営」

の各章で構成します。 

世田谷区は、平成 25 年（2013 年）９月に区議会で議決された世田谷区基本構想

のもと、マッチングによる横断的連携や区民・事業者等との参加と協働により取組み

を進めてきました。区制 100 周年を見据え、新たな基本計画において、基本構想に込

められた目標や理念の実現に向けたさらなる取組みを進めていきます。 

 

２. 計画の位置づけ・期間 

（１）計画の位置づけ 

基本計画は、区民生活のニーズと世田谷区の抱える課題に対して、区民とともに

実現を目指す将来目標を設定し、向こう８年間に区が重点的に取り組む政策、施策

の方向性を明らかにした区政運営の基本的な指針であり、区の最上位の行政計画で

す。また、区の各行政分野の個別の計画を総合的に調整する指針の役割を果たしま

す。 
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